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キヤノン製品のお買い上げありびと 5 ございます。 

EOS - 1 D Mark II は、有効画素約820万-高精細大型 CMOS センサーを搭 
載した高性能デジタル AF - 眼レフカメラです。本臟は、高精度エ U ア AF 機 
能搭載、全 EF レンズ群対応に F - S レンズ除く）、いつでもすぐに撮影でき 
る画期的な機動性、簡単な自動撮影か5高度な応用撮影にまで最適対応する 
豊冨な撮影機能など、さまざまな特長を備えています。 

ご使用になる前に、力^ラを手にとりながら、この使用説明書をお読みに 
なって理解を深め、操作に慣れた上で正しくお使いください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

必ず事前に試し撮りをし、画像び正常に記録されていることを確認してください。 

万一、カメラ（本機）やメモ U - 力ードなどの不具合により撮影画像の記録やパソコン 
への読み込みびされなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦ください。 

著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利若のいる被写体の画像は、個人として楽しむな 
どのほかは、著作権法上、権利者に無断で使巧できません。なお、実演や興行、展示舍 
などのラちには、個人として楽しむなどの目的であってを、撮霖を制限している場合び 
ありますのでごミち意くださし、。 

♦ Canon および EOS は、キヤノン株式含社の商標です。 

参 Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

参 CompactFlash (コンバクトフラッシュ）は 、 SanDisk Cor 阳 ration の商標です。 

♦ Windows は、米国 Microsoft 巳 orporation の米国および他の国における商標まには登 
録商標です。 

♦ Macintosh は、米国および他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標で 
す。 

♦ DCF # は、（社）電子情報技術産業協尝の団体商標で、日本国阿こおける登録商標でず。 
DCF □ゴマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「Desi 呂 n rule for Camera File 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

♦ SD □づは商標です。 

♦ その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

♦ DCF は、主としてデジタルカメラの画儘ファイルを関連機器間で簡便に利用し合ラこ 
とを目的として制定された（社）電子情報技術産業協を （ JEITA ) の規格の 「Design 
rule for Camera File System 」 の略称です。 

* このデジタルカメラは、 D 巳 F 2.0と Exif 2.21 (愛称 「Exif Print 」） に対応していま 
す 。 Exif Print は、デジタルカメラとプリンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 
対応のプ U ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報をまかし、それを最適化し 
て、よりきれいなプ U ント出力結果を得ることびできます。 
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同捆品の確認 

初めてご使用になる前に、切下のものがすべてそろっているか確認してくだ 
さい。万一、足りないものがあるとをは、お買い求めの販売店にご連絡くだ 
さい。 

同捆されているアクセサ U —は、システムマップ （ 1巨8 ) でも確認できます。 


□ E0S-1D Mark 11/ カメラ本体（アイカップ、ボディキャップ、バッテ U- 室 
キャップ付き。曰付/時計機能用 U チウム電池内蔵） 

□ ニッケル水素パック NP-E3 (保護カバー、使用説明書付き） 

□ ニッケル水素チヤージヤ ー NC-E2 (使 巧 説明書付き） 

□ DC カプラーキット DCK-E1 (使用説明書付き） 

□ ワイドストラップ L 己 

□ インターフェースケーブル IFC- 200 D4 
□ インターフェースケーブル IFC- 400 PCU 
□ ビデオケーブル VC- 100 

□ EOS DIGITAL Solution Disk 

デジタル フォト ブ□フェッシ3ナル ディスク 

□ Digital Photo Professional Disk 


□ ポケットガイド 

すぐに撮影したいかたは、このポケットガイドをご覧ください。 

□ EOS-lDMark II 使用説明書 体幫 

□ EOS-lDMark II ソフトウェア使用説明書 

撮影した画像のバソコンへの取り込み、 RAW 画像の現撒処理-画像処理のちまに 
ついて説明しています。 

□ お客様ご相談窓 □ 

□ 保証書 


《同堀品は、なくさないよラご注意ください。 

《メモ U —カードは、キヤノン製のご使巧をおすすめします。 


目次 


同捆品の確認 . 

取り扱い上のご注意 . 
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レンズを取り付ける/取りがす . 

メモリーカードを入れる/取り出す . 

操作の基本 . 

メニュー機能の操作と設定 . 

カメラの各機能設定を初期状態にするには 

鮮明なファインダーに調整する . 

曰付/時刻を設定する . 

曰付/時計機能用電池を交換する . 

撮像素テをクリーニングする . 

ストラップの付けち . 



記録画質を設定する . 

に0感度を設定する . 

ホワイトバランスの選択 . 

マニュアルホワイトバランス . 

色温度を直接設定する . 

ホワイトバランスを補正する . 

ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 

カラーマトリックスを選択する . 

カラーマ トリックスを設定する . 

現像パラメーターを設定する . 

フォルダとメモリーカードの設定 . 

フォルダを作成する . 

フォルダを選択する . 

メモ I 」ーカードを選択する . 

両方のメモリーカードに同じ画像を記録する（バックアップ) 
ファイル番号の設定ち式 . 



ーカスとドライブ . 63 


画像に関ずる設定 . 41 


使用前の準備と基本操作 


はじめに 
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取り扱い上のごま意 

カメラについて 

♦ カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

♦ このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用できません。万一水 
に扇れてしまったとさは、バッテ IJ 一を取り外して早めに最寄りのお客様相談窓 
□にご相談ください。また、水滴びついたときは乾いたきれいな布で、潮風にあ 
たったときは固くしぼったきれいな布でよく;をきとってください。 

♦ 力^ラを磁石やモーターなどの強力な磁気を発生させる装置の近くに、絶対に置 
かないでください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用し 
たり、放置したりしないでください。電磁波により、カメラび誤動作したり、記 
緑した画像データび破壊されることびあります。 

♦ 直射日光下の車の中などは予想し:^上に高温になります。カメラの故障の原因とな 
ることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

♦ カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さし'!。 

♦ レンズ、ファインダー、 S ラー、フオーカシングスク IJ ーンなどにゴ S びついて 
いるときは、市販のブ n アーで吹き飛ばずだけにしてください。カメラボディお 
よびレンズは有機溶剤を含むク U —ナーなどで&かないでください。特に’汚れび 
ひどいときは、最寄りのお客様ネ目談窓□にご相談ください。 

♦ カメラの電気接点は手で触5ないでください。腐食の原因となることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こずことびあります。 

♦ 力^ラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところか5、急に暑いところ 
に移すときは結露の発生を&せぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の□を 
閉じ、周囲の温度になじませてか5、袋から取り出してください。 

♦ 結露び発生したとさは、故障の原因となりますので、カメラをお使いにならない 
でください。レンス:、メモ U - 力一にバッテ U - をカメラか5取り列し、水滴 
び消えるまで待ってから、カメラをお使いください。 

♦ カメラを長期間使用しないときは、カメラからバッテ U - を取り外し、風通しび 
よく、涼しい乾燥した場所にな管してください。保管期間中でを、ときどきシャッ 
ターを切るよラにして作動することを確認してください。 

♦ カメラの保管場所として実験室などのよラな囊品を扱ラ場所は、さび-腐食など 
の原因になるため避けてくださし、。 

♦ 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してか5使用してください。長期間 
使巧しなかったあとや海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄りの 
お客様ネ目談窓□、またはご自身でチェックしてからご使用くださし、。 


6 


表示パネルと液晶モニターについて 

♦ 液晶モニターは、が常に精密度の高い技術で作られており9日.9目％な上の有効 
画素びありますび、日.01下の画素欠けや、黒やホの点び現れたままになる 
ことびあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には慕 
響ありません。 

♦ 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒くなっ 
たりすることびありますび、常温に戻れば正苗に表示されます。 

メモ U —カードについて 

♦ メモリーカードは精密にできています。落としたり振動をちえたりしないでくだ 
さい。メモ1」ーカードに記録されている画像び壊れる原因となります。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたをのや静電気の発生しやずい所で 
保管、使巧しないでください。方モ I 」ーカードに記録されている画傲データび消 
えてしまラことびお0ます。 

♦ 直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しないでください。；>^モリー 
カードび変形して使用できなくなります。 

♦ メモ U —カードに液体をこぼさないで<ださい。 

♦ 大切な画徹データを守るため、メモ IJ ーカードは必ずケースなどに入れてな管し 
てください。 

♦ キヤノン製凹がの方モ U —カードを使用すると、画懷の記録■再生びできないわ 
のびあります。このよラな場合は、キヤノン製><モリーカードのご使用をおすす 
めします。 

• 巧げたり、強い力や衝撃を与えないでください。 

♦ 温度の高い所、ホコ U や湿気の多い所にな管しないでください。 

レンズの接点について 

レンズをがしたとさは、接点やレンズ面を傷つけないよラに、 

取り付け面を上にして置さ、ダストキヤッフを取り付けてくだ 

さし、。 



長時間使用時のご注意 

<©> スイッチを < ON > にしたまま長時間使用ずると、本体温度び高くなることび 
あります。これは故障ではありませんび、長時間皮膚び軸れたままになっていると、 
低温火傷の原因となることびありますので、ご注意ください。 



(**) の**部は参照ページを示しています。 











シンク□接点 


アクセヴ IJ ーシュ- 


〈图阻〉測光モード還択一 I 


/スト□ボ調光補正ボタン 
(78/79) 


〈 MODE 〉 撮影モードー [ 
選択ボタン (82) 


< AF 〉 APE - ド還択 
ボタン (64) 


〈 DRIVE 〉 ドライブモード 
選択ボタン (7 己） 


く ISO 〉 IS 日感度設定 
ボタン (4 曰） 


流 AE 日就ポタン 


—〈々〉表示バネル照明ボタン （94) 


— 〈FE し〉 FE □ツク/ 


マルチスポット測光ボタン 
り 49/80) 


手動絞り数値設定ボタン 
(90/88) 


-く^〉メイン電子 
ダイヤルに 7) 


-上面表示バネル。 1) 


-〈固/なりアシスト/ 
ホワイトバランス補正 
ボタン (68/ 日日） 


ス r - フツプ 


取り付け部 (40) 



〈*/ろ〉縦位置 AE 
□ック/縮ルボタン 
(29, 93/107) 


バッテ U - 
着脱つまみ （19) 


く回/み〉縦位置 
AF フレーム選択/ 
拡大ボタン 
(29, 66/107) 


バッテ|」一(16) 

視度調整つまみ (3 己） 

ファインダー接眼部 


〈因!/だ- B > 縦位置アシスト/ 
ホワイトバランス補正 
ボタン （29, 68/已 0) 


■ 


<慶〉電源スイッチに已） 
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〈>'/み〉プ□テクト / 
録音ボタン 
り10/1 12) 


あ晶 モニター (3 日， 34) 
アイカップ (3 己） 



ダイレク 
プリント端子 


( DISPLAY ) 
ディスプレイ 
ボタン(已8, 103) 


〈巴〉メモ U —カード 
還択/ くな〉化大表ち 
ボタン（己 9.107) 


欄モボタン 


背面表示バネル （12) 

〈を〉画像サイズ選択ボタン (42)—1 


CF 力ード 
ス〇ット 
( 22 ) 


CF カード取り出し 
ボタン (23) 

アクセスランプ 
に 3) 

メモ U — カードス□ット 
カバー開放つまみ (22) 

録音マイク （112) 

ホワイト/ ランスブラケティングボタン（已1 ) 

〈〔 LEAR > ク U アボタン （34) 

1—〈 WB 〉 ホワイトバランス選択ボタン (46) 


バッテ U —室キャップ （18) 



* 本書では、 SD メモ1」一力ードを SD カードと表記しています。 
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上面表示パネル 


■ 


絞0数値- 


AEB ステップ量 

AF フレーム還択モード （At [ ]. HP) 
メモ U- 力ード番号 (1,2) 


撮影モード . 


P プ□グラム AE 
M :マニュアル露出 
Tv ；シャツター速度優先 AE 
Av 絞り優先 AE 


測光モード- 


度]評価測光 
民]部分測光 
囚スポット測光 
H] 中央部重点 
平均測光 




シャッター速度 


バルブ 
バルブ露光時間（分：が） 

AF フレーム選択モード （[].SEL) 
FE □ック (FED 
データ処理中 （buSY. PC) 
エラー表示 （Err) 


-旧〇表示 


-撮影可能枚数 
に日感度 

セルフタイマー作動表示 
バルブ露光時間（時間） 
エラーき号 
画像記録中の残り枚数 


MTV £旧召8 ISO 〔ぶ8の 


Av g.SlAI SERVO ONE SHOlViJ 


-AF モード 
ONESHOT； 


ワンシヨット AF 
Al SERVO； 

Al ヴーボ AF 


困#阻をを鸟 jW がミ〕 


バツテ U- - 


チェックマ T ク ■ 、， ’ 

4^ CJs -q _ I- 


#PF マー ク- 


阻スト□ボ調光補正- 


%AEB- 


D . 


-露出段数目盛 




ドライプモード 


□ 1枚撮影 
岛 L 低速連続撮影 
鸟 |H 高速連続撮影 
&W セルフタイマー （10 砂） 
&2セルフタイマー （2 が） 


-露出補正レベル 
AEB レベル 

スト□ボ調光補正レベル 


表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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背面表示パネル 


ホワイトバランス- 
GMD 才ート 
米-太陽光 
ん日陰 
A くち 0 
米白熱電が 
B 白色壁光な 
4 スト□ボ 
マニュアル 
13色温度 


巧立田 + L □ウ+ラージ 

lESa + MI ロウ+ミドル！ 
I ^ + M 2 □ゥ+ミドル 2 
な田 9 + S □ウ+スモール 


CF 力ード— 
選択 マーク 
SD 力ードー 
選択 マーク 
メモ IJ 一力一 
装慎表示 


I -巧信マー; 

四皿 ;)^ ttk A 米雜い - 〇 
一►凹な Sa+LM1M2S づミ gA- 

ミー !啤 S 胖 誦 g ろ货 

力ード—— I 1 I- グ U - 


ブルー/アンバー 
ホワイトバランス 
補正 


グ U —ン/マゼンタ 
ホワイトバランス補正 


ホワイトバランス—— • 
ブラケテイングレベル 


色ミ窗度数値 

カスタムホワイトバランス 


表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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ファインター巧表示 


中央部スポット測光範囲 
レーヴーマツトスクリーン—— I 




ェ U ア AF フレーム 
AF フレーム 


M マニュアル露出- 


* AE □ック - 


AEB 撮影中 
マルチスポット測光 


:スト□ボ充電完了- 


八イスピードシンク □- 
(FP 発光） 



FE □ック連動範囲か害告 


シヤツター透度- 
バルプ 


AF フレーム還択モード （[], SEL ) 
FE □ック 

データ処理中 （ buSY ) 


絞0数値- 


AF フレーム選択モード （ Al =[ 1 HP ) 
メモ U - 力ード番号 (1,2) 


を露出補正- 


スト□ボ調光補正 
班ホワイトバランス補正- 
に日表示— 


- 

JPEG マーク 


撮影可能枚数 
に0感度 

セルフタイマー作動時間 


-標準露出指標 



露出段数目盛 
□ : I 段 
□ :I /3段 
露出オーバー 


調光才ーバ ー 


露出レベル 


調光レベル 


調光アンダー 
露出アンダー 


■ 
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本使用説明書上のおことわり 

• 本文中の〈霞〉は電源スイッチを示しています。 

く©〉スイッチび 〈 ON 〉 か <■!))> になっていることを 
前提に、それぞれの操作方法を説明しています。 


参本文中の〈巡^〉はメイン電子ダイヤルを示しています。 


♦ 本文中の〈〇〉はサブ電子ダイヤルを示しています。 


• 本文中のく曆> はヴブ電テダイヤルスイッチを示してし、 
よ9 〇 

<〇> 操作は、〈辟> スイッチびく ON 〉 になっているこ 
とを前提に操作方法を説明しています。操作する前に 
く ON 〉 になっていることを確認してください。 

参本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンやダイヤル、マーク 
など、カメラに表示されている絵文字を使用しています。 

参 （**) の**部は参照ページを示しています。 

• 本書では、 EFSOmm F 1.4 USM レンズを取り付けた状態で説明してい 
ます。 

• メニュー機能およびカスタム機能は、初期状態を前提に説明しています。 

• 皿3皿は、ニュー機能で設定蜜要でをることを示しています。 

• (を 6) /〔る 16) はボタンか b 指を離しても、その状態びタイマーによ 
りそれぞれ日秒間/1巨秒間保持されることをおしています。 

• 本文中の下のマークびついた欄は、それぞれなのような内容になって 
います。 

II 撮影に不都合び生じるおそれのある注意事頂び書かれています。 
胃：基本操作に加えて巧っておいていただをたい事項び書かれていま 
す。 
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使用前の準備と基本操作 


この章では、撮影に入る前にあらかじめ準備しておくことと、 
E 0 S -1 D Mark II の操作の基本について説明しています。 



バッテリーを巧電する 

バッテ U - の詳しい取り扱い操作については、ニッケル水素パック NP - E 3 
または、ニッケル水素チャージヤー NC - E 2 の使用説明書を養照してくださ 
し)。 



2 



電源コードを接続する 

-► く POWER 〉 ランプび点口します。 


保護カバーをがして、パッテリーを 
接続する 

• がしたカバーはバッテ1」一室キャップ 
に取り付けて保管して<ださい。 

• バッテ U —をカメラか5取りがしたと 
をは、ショート防止のため必ず保護力 


バーを取り付けて<ださい。 




巧電する 

吟バッテ U —を接続すると自動的に充電 
が始まり、 〈 CHARGE 〉 ランプび点丹し 
ふ9 0 

今充電び完了すると速い点滅 （1 秒に2回） 
に変わります。 

-► 使い切ったバッテリーの充電に要ずる 


時間は、バッテリー1本あたり約1吕〇 
分でず。 


•充電び終わったら、バッテ U - をがし、 
電源コードをコンセントから抜いてく 


ださい。 
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獨 


•この製品には、ニッケル水素電池を使巧しています。 

♦ この電池は IJ サイクル可能な貴重な資源です。 

♦この電池の回収、 I 」サイクルについては、下記のキヤノンすームページ 
で確認で舌ます。 

キヤノンサボートぺージ： canon . jp/support 
♦ 交換後不要になった電池は、ショートによる発煙、発火の恐れびありますので、 
端テを絶緑するためにテープを貼るか、個別にポ U 袋に入れて I 」サイクル協力 
店にある充電式電池回収 BOX に入れてください。 

♦ U サイクル協力店のお問い合わせは、政下へお願いします。 

■ 製品、ニッケル水素電池をご購入いただいた販売店 

■(社）電池工業をルあ二次電池再資源化推進センター及び充電式電池 IJ ヴイク 
ル協力店くらぶ事務局* 

* (社）電池工業舍電話ま号 03-3434-0261 
リサイクル時のご ミ 主意： 電池を分解しないでください。 
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バッテリーを入れる/取り出す — 


1バッテ U - 室キャップを取りがず 

• キわップの両脇をつまんで引さ出しま 
す。 


2バッテリーを入れる 

• バッテ U —を押しながら、着脱つまみを 
矢印方向に回して入れます。 


W バッテ U —の防滴パッキンにゴ S などび付着している場含は、 
湿5せた綿棒などで取り除いて<ださい。 

防滴パッキン 



入れ方 



バッテ IJ — チェックにごいて 

バッテ U - の残量は、く©〉スイッチを 〈 ON 〉 にしたとき （2 已）3段階で 
表示されます。 





口 

\ I / 
' I \ 



:バッテ U —の容量は十分です。 

:残量びかなくなっています。 

:もラすぐバッテ U - 切れになりま 
す。 

:バツテ U —を充電してくださし、 
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撮影可能が巧の目安 


温度 

撮影可能枚数 

常温 （+2 日む） 

約]200 

低温（日で） 

約8曰0 


撮影可能枚数は、当社試験基準によります。 


0 ♦ 実隙の撮影ま件との違いにより、撮影枚数は表記数値よりち少なくなる場合 
びあります。 

♦ 液晶モニターを頻蔡に使用すると、撮影枚数はかなくなります。 

♦ シャッターボタン半巧し状態を長く結けたり、 AF のみ行って撮影しないとい 
ラ操作を頻蔡に巧なラと、撮影枚数び少なくなります。 

♦ ニッケル水素電池はその特性上、完全に放電されない状態で充電を繰り返ず 
と、モ I 」一効果といラ現象で電池容量び低下します。；^モ1」一効果を解消 
するちまにつきましては、ニッケル水素チヤージャー NC - E 2 の使用説明書を 
参照して < ださい。 


巧 D 出し方 



2 



着脱つまみをおこし、矢巧方向に回 
す 


取りがしボタンを巧し、バッテリー 
を引さ出す 
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家庭用電源を巧用する 

D 巳カプラーキット D 仁 K - E 1 を使うと、家庭用電源を使用してバッテ U - の 
残量を気にせずにカメラを使ラことびでさます。 



DC カプラーを入れる 

• カプラーを押しなび5、着脱つまみを矢 
印の方向に回して入れます。 


DC プラグを接続ずる 


電源コードを接続する 

• 使い終わったら、カメラの〈箇〉スイッ 
チを < OFF 〉 にしてから D 仁プラグを披 
いて < ださし、。 


W ♦ DC カプラーは防滴構造になっていませんので、屋外で使巧するときは、濡ら 
さないよラを意してください。 

♦ 力文ラのく箇> スイッチびく ON 〉 の状態で DC プラグ、または冉 C アダプ 
ターの電源コードを撮かないでください。カメラび作動しなくなることびあ 
ります。作動しなくなった場合、カメラから DC カプラーを取り出して、再度 
入れ直すと正常な状態に戻0ます。 
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レンズを取り付ける/取りかす— 


取日付け方 



1 


1 



キャップを外す 

参レンズのダストキヤップとボディ 
キャップを矢印の方向に回して列しま 
す。 


レンズを取り付ける 


参レンズとカメラの赤いレンズ取り付け 
指標を合わせ、レンズを矢印方向に「力 
チッ」と音びするまで回します。 

レンズのフオーカスモードスイッチ 
をく AF 〉 にする 

参く MF > になっているとオートフオーカス 
でさません。 



4レンズキャップをがす 



レンズ □ ック解除ボタンを押しなが 
5、レンズを矢印ち向に回す 

• レンズ取り付け指標が真上になるまで 
回してから、がしてください。 


W レンズを取り付け/取り外しする隙に、ゴ S やすコ1」びマウント部からカメラ内 
部に入らないよラ、十分注意して<ださい。 
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メモリーカードを入れる/取り出す ~ 

このカメラは、 CF カードと SD カードの2種類が使用でをます。撮影は、ど 
ちらかひとつのメモ1」ーカードび入っていれば可能です。 

両方のメモ U —力 ードを入れたときは、どち b のメモ U —力 ードを使用する 
か選択することびでさます（已9)。 

II SD カード使用時は、ライトプ□テクトスイッチが上側(書き込み/消 
W 去可能巧置)にセツトされていることを確認してください。 




メモリーカードを入れる 

• CF カードは左側、 SD カードはち側の 
ス□ットに入れます。 

• メモ U —カードの製品ラベル面を左側 
にして、〈▲>マークの向をにしっかり 
奥まで差し込みます。 



3カバーを閉じる 

• 開放つまみが元の位置に戻るまで力 
バーを巧します。 
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4 <©> スイツチを 〈 ON 〉 にする 

吟上面表おパネルとファインダー内に撮 
影可能枚数び表示されます。 

吟背面表示パネルには、フォルダ番号と 
ファイル番号び表示されます。また、記 
録するメモ U — カードのマークび表示 
されます。 


P 〔 5の 

■ I 0 NESH 0 TI 

困 (g _ ] 

d^51-3. .-2..-1.•切..+1..+2. .+3 



つ 

►の L 

tnn nnn t 
tuu UUU ( 


FOLDER FILE 


0 CF カードには、厚さの異なるタイプ I 、タイプ II びありますび、このカメラで 
は、どちらのタイプでち使用でさます。 


巧 D 出し方 

1カバ’一を開く 

• <©> スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

• アクセスランプび消えていることと、上 
面表示パネルに fbuSYj び表示されて 
いないことを確認して、カバーを開さま 
す。 



メモリーカードを取り出す 

• CF カードは、取り出しボタンを押し込 
むと出てさます。 

参 SD カードは、カードを奥に押し込んで 
離すと出てさます。 
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w ♦ アクセスランプが点打/点滅しているとをは、メモリーカードへの記録/読 
み出し中や、消去中、テ’ータ乾送中、露光中です。絶対に次のことを行わな 
いで<ださい。画像データが壊れまず。 

また場合によってはメモリーカードが壊れたり、カメラ本体が損傷する原因 
となります。 

-カメラ本体に振動や衝撃をちえる 
-メモリーカードス□ットカバーを開く 
-バッテリーを取り出ず 

♦撮影後の現徹処理中と、メモ1」ーカードへの画撒記録中（アクセスランプ点 
灯/点滅中）は、メニュー機能の操作はでさません。 

♦ メモ U —カードの残量びなくなると、表示パネルとファインダー内にカード 
フル警告 「Card Full 」 び表示され、撮影できなくなります。残量のあるメモ 
リーカードに入れ換えてくださし、。 

♦表示パネルに 「Card Err (力ードエラー)」び表示された場合は、117ぺ一 
ジを参照してください。 


カードフル表示 カードエラー表の 

-I Ml Ml ■ り !"!「 -lIltWMHllfr 



メモ u —カード番号 


参低容量のメモリーカードでは、画像サイズび大きくなると、メモ U —カード 
に記録でさないことびあります。 

♦マイク n ドライプは、メモ U - 力ードに比べると振動や衝撃に弱いため、マ 
イク□ドライブをお使いになるとき、特に記録や再生中は、力方ラに振動や 
衝撃をちえないよラ、十分にご注意ください。 

参 SD カードの接点は、指や金属で触らないでください。 
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操作の基本 


電源スイッチ 

このカメラは〈©>スイッチを入れて初めて作動します。 



〈 OFF 〉： カメラは作動しません。 

<0 N > :力;><ラを作動させるとさはこの位 
置にします。 

く叫)> : 〈 ON 〉 と同じですび、ワンシヨッ 
卜 AF と手動ピント含ねせでピン 
卜び含ったとさに電子音が鳴りま 
す。 


0 ♦ バッテ U —の消耗を防ぐため、約1分間、何も操作しないと自動的に電源び 
切れます。 （33) 再度、力方ラを使用ずるには、シャッターボタンを半押し 
してください。 

♦ メモ U - 力ードへの画像記録中にく箇> スイッチをく OFF 〉 にすると、あと 
何枚で画慷記録び終るかび上面表示バネルに表示されます（画徹記録中の残 
り枚数)。画像記録び終了ずると、表示び消えて電源び切れます。 
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シャツターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目まで 
巧すことを「半押し」といいます。半巧しからさらに二段目まで巧すことを 
r 全巧し」といいます。 



半巧し （る 6) 


AF 〔オートフォーカス）によるピント合ね 
せと、自動露出機構によるシャッター速度 
と絞り数値の設定び行われます。 

露出値（シャツター速度と絞り数値）は、表 
示パネルとファインダー巧に表示されま 
す。 



全巧し 

シャッターび切れて撮影されます。 


0 ♦ シャッターボタン半巧し後のタイマー（る 6) び切れた状態から撮憲するとを 
は、シャッターボタン半巧し後、一呼吸置いてか5全巧ししてください。 
シャッターボタンを一気にを巧ししたり、半巧し後すぐに全巧しすると、一 
瞬の間を置いてから撮影されます。 

♦ 力^ラびどんな状態（画像再生中、メニュー選択中、画傲記録中など）にあつ 
ても、シャッターボタンを半巧しすると、すぐに撮該準備状態に戻ります（ダ 
イレクトフ I 」ント出力中を除く）。 
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<盤> による機能の選巧と設定 

く巡> は主に撮影に関する設定に使用します。基本操作には、次の3とおり 
があ0ます。 

ボタンを巧したまま、表おパネルを 
見なが5〈盤〇を回す 

ボタンから指を離すと選択した内容び設定 
され、撮影準備状態に房ります。 

• 撮影モード、 AF モード、測光モード、 
ドライブモードなどの設定に使用しま 
す。 




( 2 ) 


ボタンを巧した後、〈盟^〉を回す 

ボタンを押すとその機能選択状態びタイ 
マー(を6 ) で保持されます。その間に〈逃〉 
を回します。タイマーが終了するかシャツ 
ターボタンを半巧しすると撮影準備状態に 


戻ります。 

• AF フレームの 選択と〈因> ボタンを使 
用した露出巧正の設定に使用します。 



く 盤〉 のみを回す 

表示パネルを見なげ b く巡〉 を回します。 
• シャッター速度や絞り数値などの設定 
に使用します。 
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< o > による機能の還巧と設定 

AF フレーム遺がなどの撮影準備操作と液晶モニター内容の選択-設定に使 
用します。撮影準備操作での〈思〉は、〈#>スイッチび <0N〉 になつ 
ているとさのみ働さます。 

<〇> による基本操作には、次の 3 とおりびあります。 



ボタンを巧したまま、く©〉を回す 

• メニュー機能の選択•設定やスト□ボ調 
光補正などに使用します。ボタンから指 
を離すと選択した内容び設定されます。 
• 液晶モニター使用時は、記録画像の確認 


や選択などに使用します。 



ボタンを巧した後、〈©〉を回す 

ボタンを押すと、その機能選択状態びタイ 
マー（る 6) で保持されます。その間に〈〇〉 
を回します。 

タイマーび終了するかシャッターボタンを 
半押しすると撮影準備状態に戻ります。 

•AF フレームの選択や露出補正などに使 


用します。 



(3) 


<〇>のみを回す 


撮影時は、ファインダー内表おや表示パネ 
ルを見なが b 〈慰〉を回します。 

• 撮影時は、マニュアル絞り数値の設定に 
使用します。 
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縦位置撮影時の操作 

ボディ下部には、繊位置撮影用のシャッターボタン、メイン電子ダイヤル、 
AF フレーム選択ボタン、 AE □ックボタン、アシストボタン、 FE □ック/ 
マルチスポット測光ボタンが配置されています。 



• 縦位置撮影用•操作部材を使用するとさ 
は、縦位置操作 ON / OFF スイッチを 
く ON 〉 にします。 

• 使用しないときには、操作部材び誤って 
作動しないよラ、縦位置操作 ON /日 FF 
スイッチをく OFF > にします。 


29 



メニユー機能の操作と設定 

このカメラでは、現像パラメーターが、曰付時刻、カスタム機能など、さま 
ざまな設定をメニュー機能で行います。基本操作は、液晶モニターを見なが 
ら、カメラ背面のく MENU > ボタン、く SELECT 〉 ボタン、〈©〉を使って、 
次の手順で行います。 


< MENU > ボタン- 
〈 SELECT > ボタン- 
液晶モニター 


日 



<〇> 


再生系- 
撮彰系一 I 


タブ- 


メニュー項目^ 



WBitSR 

J 巧 6 M 


* か巧 X - 夕- 

SS 

カラ-マトリックス 

m 

化 ■« 繼 

A 

拍な议のが 


セットアップ1系 

I -セットアップ2系 

I I —カスタム/ 

パーソナル機能 


ーメニュー 内容 


反供 i そ0ノイス巧 

iscxsiei 


® ♦ メニュー画面を表示している状態でち、シャッターボタンを半巧しすると、す 
ぐに撮驚準備状態に戻0ます。 

♦ この項料降のメニュー機能の説明は、メニュー項目、または方ニュー内容び 
表示されていることを前提に説明しています。 
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メニユー機能の設定操作 

1メニユーを表おする 

参く MENU 〉 ボタンを押すと表示されます。 ■ 
ちラー度押すと表示が消えます。 

参メニューが表示された状態でなの手順 
に進んでください。 


2タブ（〇因 ni 口 2, な）を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタン对甲しなびらく G 〉 を 
回してタブを選び、 〈 MENU ) ボタンか 
ら指を離します。 


3 メニュー項目を選ぶ 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇> を 
回してメニュー頂目を選び、 〈 SELECT 〉 
ボタンから指を離します。 


4 メニュー内容を選ぶ 

参く SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈〇> を 
回してメニュー内容を選び、 〈 SELECT 〉 
ボタンか5指を離ずと選んだ内容び即、 
設定されまず。 



|< 旧 ► 

M フロテクト 

iftSK 


力-ド巧•ま 
ブリントお 

A イライトたお 

切 

AF フレ-ムお 

田 

ロトブラムお 

姑 

凸面 m 

m ウ 

M フ日テクト 

i « 巧 

力-ド巧•ミ MUS 
ブリント解 

A イラ イト!: 舍ま示 

巧 

AF フいムお 

巧 

ロトブラムお 

姑 


な 面 m m 


/、イラ仆胤を 

入 
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終了する 

•〈 MENU 〉 ボタンを押して終了します。 


メニユー煤能一覽 

〈〇> 撮影系 


MWB 画徹選択 

ホワイトバランスの 
手動設定 

JPEG 画質 

し M 1、 M 2 、 S 

の画質（圧縮率）を 
設定 

現像 

パラメーター 

標準 

セット] 

セット2 
セット3 
設定 

カラー 

マト1」ックス 

1標準 

2ポートレート 

3高彩度 

4 Adobe RGB 
己低彩度 

6 CM セット] 

7 CM セット2 
設定 

撮影画债の 
確認 

切 

入 

入 ( INFO .) 



2砂 

撮影画徹の 

4砂 

確認時間 

8砂 

ホールド 

長秒時露光の 

切 

ノイズ低減 

入 

IS 日感度拡張 

切 

入 


〈因 > 再生系 


画懷プ□テクト 

画债の保護 

画慷回転 

画债を縦横回転 

カード内- 
全画傲消去 

記録内容を全て消去 

プ U ント指定 

プ IJ ントする画憬を 
指定 

ノ、イライト 

切 

警告表お 

入 

冉 F フレーム 

切 

表示 

入 

ヒストグラム 

輝度 

表示 

RGB 
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〈け1〉セツトァップ系1 


才ートパヮー 
オフ 

1分 

2分 

4分 

8分 

1己分 

3□分 
切 

ファイル番号 

オートリセット 
通し番号 
強制 U セット 

バックアップ 

モード 

切 

CF 力ードメイン 

SD カード;イン 

縦横自動回転 
表示 

カメラ設定の 
保を 

入 

切 

メモリーカードに設 
定を保存する 

カメラ設定の 
読み込み 

メモ U —カードに保 
存された設定を読み 
込む 

カード初期化 

記録内容を初期化し 
て消ま 


<口2> セツトアップ系吕 
液晶モーター 

SS 三日段階 


曰付/時刻 
言語 


曰付/時刻の設定 
に言語 


ビデオ出力 
方式 

NTSC 

PAL 

ファーム ウェア 

アップデート時に 
選お 

センサー 

クリーニング 

センサーク U —ニン 
グ時に選択 

〈冉 > カスタム/パーソナル機自巨 

カスタム機能 
( C . Fn ) 設定 

カメラの機能を細か 
く設定する 

パーソナル機 
能 ( P . Fn ) 設定 

カスタム機能をグ 
ループ登録する 

カスタム機能 
一括解除 

使用中のカスタム機 
能を一括解除する 

パーソナル機 
能一括解除 

パーソナル機能を一 
括解除する 


選択でをる言語 

英語、ドイツ語、フランス語、オラ 
ンダ語、デンマーク語、フィンラン 
ド語、イタ U ア語、ノルウェー語、 


スウェーデン語、スペイン語、簡体 
中国語、日本語 
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液晶 モニター について 

• 液晶モニター使用時は、く#>スイッチび 〈 OFF > でも〈©>を使用す 
ることびでさます。 

• 液晶モニターをファインダーとして見なびら撮影することはでさませ 
ん/。 

• 液晶 モニターの 明るさを、 メニュー 機能 〈口 2> タブの 賊晶 モニターの 明 
るさ] で調馨することができます。 

カメラのる機能設定を初期が態にずるには 

〈も〉ボタンと 〈 WB > ボタンを2 
秒間、同時に巧す 

-► カメラの状態は次の表のよラになりま 
す。 


撮影機能関係 記録画像関係 


撮影モード 

< P > プ n グラム冉 E 

画撒サイズ 

L (ラージ） 

AF モード 

ワンシヨット AF 

すワイトバランス 

hm ：\ 

測光方式 

評価測光 

すワイトバランスブラ 
ケティング撮影 

解除 

ドライプモード 

1枚撮影 

AF フレームの選択 

自動選が 

ホワイトバランス補正 

0脚） 

露出補正 

0脚） 

現撒パラ;^ーター 

標準 

スト□ボ調光補正 

0 (ゼロ） 

カラーマト U ックス 

1標準 

AEn ック 

解除 


FEn ック 

解除 

AE 目撮影 

解除 

カスタム機能 

設定状態のまま 

AF フレームの登録 

中央 AF フレーム 
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鮮明なファインダーに調舊する— 



アイカップを外す 

• アイカップの両脇をつまんだまま引さ 
上げて取りがします。 


視度調整つまみを回す 

• ファインダー内の AF フレームまたは中 
央部スポット測光範囲マークが最も鮮 
明に見えるよラにつまみをちまたは左 
に回します。 

アイカップを接眼部に取り付ける 



13視度調整してちファインダーび鮮明に見えない方は、別売の視度補正レンズ E 
(10 種）のご利用をおすすめします。 (167) 


カメラの構え方 



参カメラのグ U ップをち手で包むよラにしっかりと握り、ひじを軽く体に 
つけます。 

• 左手でレンズ部を下からまえるよラに持ちます。 

• カメラを額につけるよラにして、ファインダーをのぞさます。 

•両足はそろえずに、片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 
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MENU 


曰付/時刻を設定する^ 

1 旧巧/時刻]を選ぶ 

• 〈口2〉タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびら〈强〉を 
回して旧が/時刻]を選び、ボタンか5 
指を離します。 

2日付と時刻を設定する 

•〈 SELECT 〉 ボタンを押すたびに、設定位 
置び変わります。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈强> を 
回して希望する数字を選び、ボタンか5 
指を離します。 

3曰付の表示順棒を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を 
回して[年/月/印、[月/日/年]、旧/ 
月/年]の中から帯望する順序を選び、ボ 
タンから指を離します。 

4 〈 MENU 〉 ボタンを巧ず 

今曰巧、時刻び設定され、^ニューに戻り 
ます。 



W 撮驚した画像には撮影した曰付/時刻び一緒に記録されます。曰付/時刻び設定 
されていないと、撮影した曰付/時刻び正しく記録されませんので、必ず正しく 
設定してください。 
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曰付/時計機能用電池を交換する— 


曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約10年です。バッ 
テ U —交換で曰付/時刻び1」セツトされるよラになったら、新しい 
CR 202已 U チウム電池を次の手順で交換してください。 



<©> スイツチを 〈 OFF 〉 にして、 
パツテ U —を取り出す 

参電池はバッテ U —室の上部に収納され 
ています。 


ふたを取り外す 

参図に示すねじをゆるめ、ふたをがしま 
す。 


電池を取り出す 




新しい電池を入れる 

参（十）側を上にして入れます。 


5ふたを取り付ける 

参バッテ U —を入れてく©〉スイッチを 
く ON 〉 にす ると、液晶 モニターに 「曰 
付/時刻」の設定画面げ表示されますの 
で、曰付/時刻を設定します。 
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MENU 


撮像素子をク IJ — ニングする ~ 


撮像素子とは、フイルムカメラでいえばフイルムにあたる部分で、この撮像 
素子の表面にゴ S やホコ U などび付くと、撮影した画像の同じ部分に黒い点 
などび写り込むことびあります。このよラな場含は、次の手順で撮像素子の 
表面についたゴミなどをク1」一ニングしてください。ただし、撮像素子は非 
常にデ U ケートな部品ですので、ク1」一ニングが必要なとさは、でさるだけ 
キヤノンサービスセンターにお申し付けください。 

ク1」 ーニン グを行ラ場合は、 DC カプラーキットによる家庭用電源を使用し 
てください。バッテ U —を使用する場含は、必ず残量の十分にあるバッテ 
U —を使用してください。 

また、クリーニングを始める前に、レンズを取りがしてください。 



DC カプラーかバッテリーを入れて、 
<©> スイツチを 〈0 N > にする 



[センサ—ク IJ — ニン グ]を選ぶ 

• 〈口 2〉タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©:>を 
回して[センサークリーニング]を選び、ボ 
タンから指を離します。 

[0 K ] を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびら〈跋> を 
回して [0 K ] を選び、ボタンか5指を離 
します。 

吟液晶モニターび消えます。 
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4 


5 


6 


シャツターボタンを全}甲しずる 

吟 S ラーび上びり、シャッターが開をま 
す。 


撮像素テをクリーニングする 

• ブ□ァー〔市販品）で慎重に撮徹素子表 
面のホコ U を吹き飛ばします。 


クリーニングを終了する 

• く©〉スイッチをく OFF 〉 にします。 

吟カメラの電源び切れ、シャッターび開 
じ、 S ラーび下びります。 

参く®〉スイッチを 〈0 N > にすると、通 
常の撮影準備状態になります。 



W ♦ クリーニング中は、カメラの電源を絶対に切らないでください。電源び切れ 
ると、シャッターが閉じ、シャッター幕破損の原因となります。 

♦ ブ n アーは、ブラシの付いていないちのを使巧してください。ブラシび撮撒 
素子に軸れると、表面に傷び付くことびあります。 

♦ ブロアーは、レンズマウント面より内側に入れないで<ださい。バッテリー 
切れや停電などにより電源び切れるとシャッターび閉じ、シャッター幕破損 
の原因となります。 

♦ 高圧のエアーやガスを吹き付けて清掃しないでください。圧力により、撮徹 
素子び破損したり、吹さ付けたガスび凍結することで撮慷素子の表面に傷び 
付くことびあります。 
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ストラップの付け方 

ストラップの先をストラップ取り付け部の下か b 通し、さ b にストラップに 



W 取り付け終わりました5、ストラツフを引っ張ってち止め具の部分でゆるまない 
ことを確認してくださし、。 
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画像に関する設定 


この章では、記録画質、に0感度、ホワイトバランス、カラーマト 
リックス、現像パラメーターといった、撮影に関わるデジタルカ 
メラ特有の機能設定について説明します。 





MENU 


記録画質を設定する 


画像サイズ（記録画素数）の選択と JPEG 画質（圧縮率）の設定を行いま 
す。 RAW お式と JPEG 形式の同時記録は、画像サイズの選択肢の中にあり 
ます。 


画像サイズの選択 


<1^> 政がは、沉用性の高い JPEG お式で記録されます。 く胚扭3> は撮 
影後、付属ソフトウェアで現撒処理を行ラ必要があります 。I 面 5 a + S / M 2/ 


M 1/ L は、 RAW 形式と JPEG 形式を同時記録します。 

画像サイズを選ぶ 

• 〈を > ボタンを巧しなが b <〇> を回 
し、 希望する画像サイズを選択してボタ 
ンから指を離します。 

I— RAW 
L RAW+S 
M1 RAW+M2 

I I 



iyi2 


r+Mi 


を 



画像サイズを選ぶときの目ま 


画像サイズ（記録画素数•約万） 

プリントサイズ 

L (ラージ） 

3 已 04X2336 旧 20) 

冉 3 政上 

M 1 にドル 1) 

3104X2072 (640) 

冉 4 料上 

M 2 (ミドルの 

2 已 44X1 巨 96 (430) 

冉己〜 A4 

S (スモール） 

17吕 8X1 1 巳吕 (200) 

冉己じ(下 

(ロウ） 

3 已 04X2336 旧 20) 

冉 3 政上 


d ♦ JPEG あ式の画徹は n—pg」、RAW あ式の画像は [〇「2」 の拡張子び付きます。 

♦ RAW あ式と JPEG 形式の同時記録では、 RAW(cr2)、JPE 白 (jp 邑服式に分け 
た3種類のデータを、同じフオルダに同じファイルま号で保をします。 JPEG 
形式の画撒は、ダイレクトフ U ントやプリント指定を行ラことびでをます。 

♦ L / M 1/ M 2 /S を選択すると、ファインダー内ちに〈田因> び表示されま 
す。 （RAW あ式と JPEG 形式の同時記録時は除く） 
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RAW にごいて 

RAW はパソコンでの現像処理を前提としているため、専門的な知識び必要 
ですび、付属ソフトウエアの現像機能によって、使用目的に最適な画像を創 
ることびでさます。 

〈旺曲!〉画像の現徹処理は、撮影時に設定されていたカラーマトリックス、 

ホワイトバランス、現像パラメーターの内容で行われます。 

現像処理とは、 RAW データに巧して、ホワイトバランスやコントラストな I 
どの画像調磬を行って、画像を創り出すことをいいます。 

なお、 RAW あ式のデータは、ダイレクトプ U ントやプ U ント指定びでをま 
せん。 


画像サイズに対する1枚のサイズと撮影巧能枚数の目を 


画像サイズ 

1巧のサイズ 
(約 MB) 

撮穀可能枚数 

連続撮影可能枚数 

L 

2.8 

79 

40 

M 1 

2.2 

84 

已〇 

M 2 

1.7 

112 

已3 

S 

1.0 

195 

53 

1 化、, 1" 

8.3 

21 

20 

CE 53 + L 

- 

16 

18 

CM 9 + M 1 

- 

16 

18 

l ； Zfl!l!l + M 2 

— 

17 

18 

CQIQ + S 

- 

19 

18 


• 撮影可能枚数は、2巳巨 M 巨の:><モリーカード使用時の枚数です。 

参1枚のサイズ、撮影可能枚数は当社試験基準 ( JPEG 画質： 8、現像パ 
ラメーター:標準、 IS 日]00など）によります。被写体、 」 PEG 画質、 
撮影モード、 ISO 感度、現儘パラ;/ーターなどにより変化します。 

• ご使用になるメモ U —カードの撮影可能枚数は、上面表示パネルで確認 
することがでさます。 
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JPEG 記録画質（旺縮率）の設定 

L / M 1/ M 2 /S それぞれの記録画質（圧縮率）を設定することびでさます。 

1 [ JPEG 画質]を選ぶ 

• く 〇〉 タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回し、 [ JPEG 画質]を選択して、ボタン 
から指を離します。 



画像サイズを選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©>を 
回し、画像サイズ （ L / M 1/ M 2/ S ) を 
選択して、ボタンか b 指を離します。 


3記録画質を設定する 

• く SELECT 〉 ボタン对甲しなびらく©〉を 
回し、記録画質を設定して、ボタンから 
指を離します。 

• 大をな数字に設定するほど高画質（低圧 
縮）で記録されます。 


51 • 記録画質は、大さな数値に設定するほど高画質になりますび、撮影可能お数 
はかなくなります。をにかさな数値にするほど画質はな下しますび、撮穀巧 
能枚数は多くなります。 

参 JPEG 画質の 1 〜已は 〈 J 〉、 目〜 10 は〈イ〉で表示されます。 
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ISO 感度を設定する 


IS 日感度とは、撮影時の光に対する敏感度を数値化したちのです。数値が大 
さくなるほど感度び高く、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に向 
いていますが、撮影画像にノイズび入るなど、画像び粗くなる場含がありま 
す。逆に感度がおい場含は、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に 
は向いていませんが、きめ細かな画像び撮影でさます。 

このカメラでは、 IS 日感度を10日〜]日0日まで、1/3段ステップで設定す 
ることびでさます。 



< AF > ボタンと〈图四〉ボタンを 
同時に f 甲す 


一表示パネルに現在設定されている感度 
び表示されます。 




そのまま〈^〉を回す 

• 表示パネルに蒂望するに0感度び表示 
されるまでく巡〉を回しボタンから指 
を離します。 

今に日感度が設定されます。 


W ♦ に0感度を高くしたり、高温下で使用すると、画徹に含まれるノイズ成分びや 
や多くなります。 

♦ 高温-高 ISO 感度■長時間露光のま件で撮憲を巧ラと、撮影画撒に色ムラび発 
生することびあります。 



メニユー機能く0> タブの [ISO 感度拡張] を 
[入] にすると、上記の旧0感度の設定で、 
IS 日已〇 / 320日相当の設定びでさるよラ 
にな0ます。 ISO 已曰は 「し」、 IS 032 日0は 
fHj で表示されます。 
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才 一 h (約3000〜7000 K ) 

太陽光（約520 OK ) 

曰陰（約7000 K ) 

<ち0、薄暮、夕やけ空（約已000 K ) 

白熱電球（約 3200 K ) 

白色壁光な m 4000 K ) 

スト□ボ使巧（約巨000 K ) 

マニュアル（約200〇〜] 0000 K ) 

手動で撮影環境に最適な設定をするとき （47) 

色湿度（約280〇〜10000 K ) 

PC -2、 PC -3 :カスタムホワイトバランス 
付属のソフトウエアで登録します。 

カメラに登録されていないとをは表示されません。 


ホワイトバランスにごいて 

光源中に含まれる RGB 3 原色（赤•緑•青）の構成比は、色温度によって変 
化します。色温度び高い場合は、青の要素び強くなり、色温度がほい場合 
は、赤の要素び強<なります。 

人間の目には、照明する光び変化しても、白い被写体は白に見えるといラ順 
応性びあります。デジタルカメラの場合は、ソフトウェア的に色温度を調整 
して、被写体に含まれる色の基準となる白积央め、白を基準に色を補正して 
自然な色あいで撮影でさます。このカメラの〈四曲〉は、撮儘素テを使巧 
して行し)ます。 


ホワイトバランスを選ぶ 

• く WB > ボタンを押しなび b <〇> を回 
して帯望するホワイトバランスを選び、 
ボタンから指を離します。 



MENU 


ホワイトパランスの選}尺 


通萬は、〈四巫)〉で最適なホワイトバランスび自動設定されます。く四狙〉 
で自然な色あいにならないときは、光源別にホワイトバランスを選択した 
り、手動設定で調整します。 


国来私 A 冰ぉ iA 0 ^ 
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MENU 


7 ニユアルホワイトバランス— 


マニュアルホワイトバランスは、ホワイトバランスの基準となる白い被写体 
を撮影し、この画像を選ぶことでホワイトバランスデータを取り込み、ホワ 
イトバランスを設定します。 



白い被写体を撮影する 

参中央部スポット測光の領域全体に、白い 
無地の被写体びくるよラにします。 

• レンズのフオーカスモードスイッチを 
< MF > にして、手動でピントを含ねせま 
す（74)。 

参どのホワイトバランス〔46)設定でも 
構いません。 

参白い被写体び標準露出になるよラ撮影 
します。露出がアンダー、またはオー 
バーになると正確なホワイトバランス 
が設定されないことびあります。 


コ化 


Mm 

) W バラ X - 夕- 
カラ-マトリックス 
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[ MWB 画像選択]を選ぶ 

• 〈〇> タブを選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈類〉を 
回して [ MWB 画像選巧]を選び、ボタン 
か b 指を離します。 

"4 目枚インデックス表示になります。 


画像を選ぶ 


• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈猫> を 
回して、手順1で撮影した画像を選び、 
ボタンから指を離します。 
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4 設定する 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈跋> を 
回して [0 K ] を選び、ボタンか5指を離 
します。 

吟ホワイトバランスデータび取り込まれ 
ます。 

ち〈、％〉を選ぶ 

• < WB > ボタンを巧しなびらく©〉を回 
してく W •心〉を選び、ボタンか5指を離 
します。 

吟マニュアルホワイトバランスび設定さ 
^^ れます。 

巧 



SI 白い被写体の代わりに18%標準反射板（市販品）を撮影すると、より正確なホ 
ワイトバランスにすることびでさます。 
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を温度を直接設定する— 

ホワイトバランスの色湿度を数値で設定することがでさます。 



ホワイトバランスの 〈 B 1〉 を選ぶ 


参 〈 WB > ボタンを押しなび b <〇> を回 
して〈〇> を選びます。 


色温度を設定する 

• < WB > ボタンを巧しながら〈巡〇を 
回して、帯望する色温度を設定し、ボタ 
ンから指を離します。 

• 設定でをる色温度範囲は、280日 〜 
10000 K り00 K ステップ）です。 



W ♦ 人工光源の色温度を設定するときは、必要に応じてホワイトバランス巧正（マ 
ゼンタ、またはグ U- ン）を行ってください。 

♦ カラーメーターで測定した色温度数値を〈〇> に設定する場合は、事前にテ 
スト撮該を巧い、カメラとカラー;ーター間の誤差を巧正した数値を設定し 
てください。 
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ホワイトバランスをお正する 

設定しているホワイトバランスモードの標準色温度を補正することびでさ 
ます。この機能を使ラと、市販品の色温度変換用フィルターや、色補正用 
フィルターと同じよラな効果を得ることができます。補正幅は各色目段で 
す。 

特に色温度変換フィルターや、色補正用フィルターの役割と効果を理解され 
ている方におすすめします。 

< WB > ボタンを巧しなが5〈心- B 〉 
ボタンを巧す 

• < WB > ボタンは巧したままにしておを 

ます。く货りボタンは離してちかまいま 
せん。 




< WB > ボタンを押したまま 
〈越^〉、または〈〇〉を回す 

• 〈巡〉でブルー旧)/アンバー ( A ) 寄り、 
〈類〉でマゼンタ ( M )/ グ U - ン ( G 腐り 
の色に補正されます。 

• ブルー旧)/アンバー ( A ) 畜り、マゼン 
夕 （ M )/ グ U —ン （ G ) 寄り両方の組み含 
わせで補正でをます。 


• ホワイトバランス補正を解除するとさ 
は、設定を「0」に戻します。 


H ♦ 補正中は、ファインダー内に <把び表示されます。 

♦ ブルー/アンバーの1段は、色温度変換フィルターの已ミレッドに相当します 
(= レッド：色温度蜜換フィルターの濃度を表わす単位)。 

♦ ホワイトバランスプラケティングや AEB 撮影と組み合わせることびできま 
す。 
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ホワイトバランスを自動的にをえて撮る~ 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することができます。設定し 
ているホワイトバランスモードの標準色湿度を基準に、ブルーとアンバー寄 
りの色あい、またはマゼンタとグ U —ン寄りの色あいに補正した画像を記録 
します。これをホワイトバランスブラケティング撮影といいます。補正幅は 
1段ステップ+3段です。 



< WB > ボタンを巧しなが5 
〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧す 

今背面表示パネルび、政下の表示になりま 
す。 

•〈 DISPLAY 〉 ボタンは巧したままにしてお 
さまず。 く VVB 〉 ボタンは離してちかま 
いません。 




B(-)<>0 嗦 ( 十 ) A 




M(-) 片〇与 >(+)G 



〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧したまま 
<政'>、 または〈©>を回ず 

参く磯〉でブルー旧)/アンバー ( A ) 寄り、 
<〇> でマゼンタ ( M )/ グ U - ン ( G 腐り 
のブラケテイングレベルび設定されま 
す。 

• ブルー旧)/アンバー （ A ) 寄りと、マゼ 
ンタ ( M )/ グ U - ン ( G ) 寄りの、どちらか 
しか設定でさません。 

; : OFF 解齢 

一〇;〇__ :±1段 
_。又。_ : ±2段 

〇__;__〇 : ± 3段 

今表示パネルの撮影可能枚数が約1/3に 
なります。 
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►凹 L 1 

inn nnn , 

lUU UUU || 

B ぶ 
< 1 



撮影する 

今標準色温度、マイナス補正、プラス補正 
の順に3枚の画像びメモ U —力ードに記 
録されます。 


• ホワイトバランスブラケテイングを解 
除するときは、設定をに 
おします。 


51 ♦ プルー/アンバーの1段は、色温度変換フィルターの已ミレッドにネ目当しま 
す。 

♦ すワイトバランス補正や冉 EB 撮穀と組み合わせることびできます。 AE 日撮影 
との組み合わせでは、ち計目枚の画傲び記録されます。 

♦ 連続撮驚のとさは、撮影した枚数の3倍の画撒び記録されます。 

♦ 1回の撮影で3枚の画像を記録するため、通南の撮影よりも方モ U —カードへ 
の画像記録時間び長くなります。 
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MENU 


カラー 7 トリックスを選択する 《 


カラーマト U ックスは、フイルム特性に相当する色の濃さと色あいや、色空 
間（色の再現領域）を選択でさる禮能です。 



[カラーマトリックス]を選ぶ‘ 

参く〇〉タブを選びます。 

• ( SELECT ) ボタンを押しながら〈類> を 
回して[カラーマトリックス]を選び、ボタ 
ンから指を離します。 

カラー マトリックスを選ぶ 

参く SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈猫〉を 
回して内容を選び、ボタンから指を離し 

ホ9 〇 



標準 

自然な色の濃さと色あいに設定されています。被写体 
のもつ自然な色を出したいときに効果的です。 

ポートレート 

ポートレート向をの色あいに設定されています。肌色 
をされいに出したいとさに効果的です。 

局彩度 

高彩度な U バーサルフイルムに近い色の濃さに設定さ 
れています。くっきりした色を出したいときに効果的 
です。 

Adobe RGB 

主に商用印刷などの業務巧達で使用します。 

画像処理と Adobe RGB、DCF 2.0 (Exif 2.21) につ 
いての知識びない方にはおすすめでさません。 
sRG 目のパソコン環境や、 DCF 2.0 (Exif 2.21) に巧 
応していないプ U ンターでは、とても控えめな感じに仕 
上びるため、撮影後、画像処理を行ラ必要びあります。 

低彩度 

色の濃さび薄めになるよう設定されています。ひかえ 
めな色で表現したいとさに効果的です。 

CM セット1、2 

はじめに、[設定]で内容を設定します。 

設定 

CM セット1、2の設をを行います。 
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カラーマト u ックスを設定する 

カラーマト U ックスの内容 （[色空間][色の 濃 さ][をあい]) を任意に設定し 
て、使用することびでさます。 

1 [カラーマトリツクス]を選ぶく 

• く〇〉タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈發> を 
回して 防ラーマトリックス] を選び、ボタ 
ンから指を離します。 

"% 驗定]を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して 隱定] を選び、ボタンか b 指を 
離します。 


3 CM セット番号を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して に M セット I ]か に M セット 2] を 
選び、ボタンから指を離します。 


4項目を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびらく©〉を 
回して項目を選び、ボタンから指を離し 
ます。 
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内容を設定する 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈類> を 
回して内容を設定し、ボタンか5指を離 
します。 

参く MENU > ボタンを巧して、手順2の画 
面に戻ります。 

CM セツ ト 番号を選ぶ 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈殺> を 
回して設定した CM セツ ト 番号を選び、 
ボタンから指を離します。 



カラーマトリックス 設定巧容 


カラーマトリックス 

色空間 

色の濃さ 

色あい 

1標準 

sRGB 

標準 

0 

2ポートレート 

sRGB 

標準 

-2 

3高彩度 

sRGB 

濃い 

0 

4 Adobe RGB 

Adobe RGB 

標準 

0 

巳低彩度 

sRGB 

薄い 

0 


S ♦ [色あしりは、マイナス側に設定すると赤色寄り、プラス側に設定すると黄色 
寄りの色になります。 

♦ Adobe RG 目で撮穀した画撒のファイルま号は、 DCF 2.0 (Ex げ 2.21) の 
規定により、先頭文字が L (アンダーバー)」になります。 
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MENU 


現像パラメーターを設定する— 


撮影した画像の現像処理の内容(パラメーター： [卜ーンカーブ][シャープネス] 
[コントラスト]) を、カメラで任意に設定して、3つまで登録-設定することが 
でさます。 

卜ーンカーブの登録は、付属ソフトウ王アで行います。 


項目 

設定効果 

トーンカーブ 

画像の明るさや色あいなどを変更することびでさます。 

シャープネス 

数値げ大をくなるほど、輪郭強調び強くなります。 

つントラスト 

数値げ大をくなるほど、明暗差び強くなります。 


1 願像パラメーター]を選ぶ 


• く〇〉タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびら〈©>を 
回して 踞像パラメーター] を選び、ボタ 
ンから指を離します。 



2 



驗定]を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して 隱定] を選び、ボタンか b 指を 
離します。 

吟現像パラ:><ーター設定画面げ表示され 
ふ 〇 

設定するセット番号を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して [セット 1] 〜 [セット 3] のいずれ 
かを選び、ボタンか b 指を離します。 
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4 項目を還ぶ 

雜け ELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈な> を 
回してバラメーターを選び、ボタンか6 
指を離します。 


5内容を設定する 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈殺> を 
回してパラメーターの内容を設定し、ボ 
タンから指を離します。 

参く MENU 〉 ボタンを巧すと手順2の状態 
に戻ります。 

も 設定したセット番号を選ぶ 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈類> を 
回して[セット 1] 〜[セット 3] のいずれ 
かを選び、ボタンか5指を離します。 



0 ♦ 現像パラメーターの [標準] の内容は、変更できません。 

♦ I -- ンカーブの内容設定で表示される [ TCD *] は 、 ToneCurve Data (卜一 
ンカープデータ) の略です。 
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フォルダとメモリーカードの設定— 

フォルダの作成や選択を巧ラことびできます。 

また、仁 F カードと SD カードの両方を入れたとさは、使用するメモ U —力一 
ドを選択したり、両方のメモ U - 力ードに同じ画像を記録（バックアップ） 
した0することびでさます。 




フオルダモードにする 


•〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧しながら〈類> を 
回し、液晶モニター上部の〈>> を選択 
してボタンから指を離します。 




フォルダを作がずる 

to 232MB 

2m 

100EOS10 2 

10OEOS10 10 

フォルブり,1; 

フオルタ行ぶ 


•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびらく©〉を 
回し、[フォルダ作成]を選択して、ボタ 
ンか b 指を離します。 

今フォルダ作成画面が表示されます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈鎮> を 
回し、 [0 K ] を選択してボタンから指を 
離すと、フオルダが作成されます。 



园 ♦ 左のダブくの> は CF カード、右のタブく回> は SD 力ードに入っているフオ 
ルダを表示しています。 

♦ く m >、 く回> ち横の数値は、；^モ1」ーカードの空き容量です。 

♦ riOOEOSlD 」 はフオルダま号で、そのちの数字は、フオルダ内の画徹枚数 
を示しています。 


















W フォルダま号び目 9 日になると、それ技上のフォルダ作成はできません。 

园パソコンを使ったフォルダ作成 

まず、メモ U —カードを開いたところに Dcim といラ名称のフォルダを作ります。 
次に Dcim フォルダを開いたところに撮影画撒を保をずるフォルダを、必要な数 
だけ作ります。 

撮影画撒を保をするフォルダの名称は、 100ABC_D といラよラに、10日〜 
日日目までのフォルダま号3おに続けて、必ず文字数巳つで名称をつけます。使 
用できる文字は、半角アルファベット A 〜之（大文字、ル文字混在可)、半角の 
_ (アンダーバー）です。スペースは使用でさません。また、同じフォルダ蚕号 
(lOOABC.C, 100 ABC_ □など）をつけたときも力;^ラびフォルダを認識で 
さません。 


フォルダを還択する 

1 

m 232 MB 

216 MB 

に:) ECS に 2 

100 EOS 1 D 10 

lOlEOSlO 0 
フォルダ ft 度 

101扣ミの 0 

フオルタ tt 度 


• ( SELECT ) ボタンを巧しながら〈猫> を 
回し、フオルダを選択して、ボタンから 
指を離します。 

今フォルダが選択されます。 


メモリーカードを選択ずる 

画像の記録/再生/消去を行ラ^モ U —力ードを選択します。 


232 NB 

216 MB 

にご E 况[: 2 

100 EOS 1 D 10 

101 E 0 S 10 0 

フォルダ ft 度 

101扣ミの 0 

フオルタけ度 


•〈 aco ボタンを巧しなびらく類〉を回 
し、メモ U —カードを選択して、ボタン 
か5指を離します。 

• CF カードは左のタブ[の]、 SD カード 
はちのタブ帕]です。 
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両方のメモリーカードに同じ画像を記録する（バックアップ） 

撮影した画像は、 CF 力ードと SD カードの同じ番号のフオルダに、同じファ 
イル番号、記録画素数、記録画質で記録されます。 

1[バックアップ]を選ぶ 
• 〈口1> タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびらく©〉を 
回し、[バックアップ]を選択して、ボタ 
ンから指を離します。 



設定ずる内容を選ぶ 


•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©>を 
回し、内容を選択して、ボタンか b 指を 
離します。 

• の苗、团■固のどちらを選んでも両方の 
メモ U —カードに同じ画像び記録され 
よ 9 〇 


吐田と町回の違いについて 

撮影後、どちらのメモ U —力ードに記録された画像を表示するかを選択しま 
す。[1卜苗は、 CF カードに記録された画像を、 E ■回は、 SD カードに記録さ 
れた画撒を表示します。 


13 • バックアップした画撒を見つけやすくずるため、画撒び入っていないフオル 
ダを作成し、選択しておくことをおすすめします。 

♦ 上面表示パネルの撮彰可能枚数は、空さ容量びかない方のメモリーカードか 
ら算出した枚数になります。 

♦バックアップ状態にすると、 CF 力ードまたは SD 力ードに、同じ番号のフオ 
ルダび自動作成されることびあります。 

♦ どちらかのメモ U —力ードびいっぱいになると撮影できなくなります。 

♦ メモ IJ ーカード間で画像の移動やコピーはでさません。 
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MENU 


フアイル巧号の設定方式 


ファイル番号は、フイルムカメラのフイルムコマ番号に相当するちので、 
[才ートリセット]、 随し番号]の2種類びあります。撮影した画像は、自動的に 
00日1 〜 9日日 目までのファイル番号び付けられて、選択したフオルダに保存 
されます。 


1[ファイル番号]を選ぶ 

参くけ1〉タブを選びます。 

• く SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈類> を 
回してロ アイ ル番号]を選び、ボタンか 
ら指を離します。 



設定する内容を選ぶ 

参く SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈猫〉を 
回して蒂望する内容を選び、ボタンから 
指を離します。 


才—トリセット 

メモ U —カードを交換すると、ファイル番号び初期値 〔 XXXX 0001) に戻 
ります。撮影した画像のファイル番号び、0001から始まりますので、メモ 
U —カード単位で分類したいときなどに有効です。 

フオルダを変更した場合 メモリーカードを交換した場合 


メモリーカード -1 ) ドモリーカード-り ロモリーカード -2 
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通し香号 

メモ U —力ードを交換してち、最後に撮影した画像の続を番号び次の画像に 
付けられます。撮影した画像のファイル番号び重複しないため、画像をパソ 
コンでまとめて管理するよラなとさに有効です。 

フオルダを変更した場合 メモリーカードを交換した場合 


メモリーカード -1 、 をモリーカード-り をモ U - 力ード-さ 



W ♦ メモ U - 力ードに空きびあっても、ファイルま号び目日白日になると撮影でき 
なくなります。この場合は、液晶モニターに表示される方ッセージに従い、 
< SELECT > ボタンを巧しなびらく媒> を回して、 四 <] を選択してください。 
新しいフォルダび作成さ 札 撮驚び続けられるよラになります。 
シャッターチャンスを逃びしたくない重要な撮影の隙は、事前にファイル番 
号を 随制リセット] しておくことをおすすめします。 

♦ 使用するメモ1」ーカードの中に DCIM フォルダびある場合、そのフォルダに記 
憶されている最終ファイルま号の続きま号び振られることびあります。 

园ファイル名について 

ファイル名は、工場出荷時に決められたカメラ固有 
の文字と、ファイル番号の組み合わせにより自動の（例） 5F9Z0001.jpg 
に付けられます。力方ラ固有の4衍の文字は変更 
でさません。 


強制リセット 

自動的に新しいフォルダを作成して、ファイル番号を初期値 （ XXXX 0001) 
に戻します。拟搔、撮影画儘は、この新しいフォルダに保存されます。ファ 
イル番号の付けち〔オート U セツト/通し番号）は、強制 U セツト前の設定 
となります。 
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才ートフォーカスと 
ドライブ 


□日日日日日日'\ ■ 

/ □□□i>m>0DnD \ 
□□□□□□□□□□□ ■ 

\ □□□ dsCLD^DDD j ■ 

\ □□□□□□□/ ■ 


エリア AF フレーム内には、4已の AF フ 
レームが配置されています。適切な AF 
フレームを選択することにより、構図優 
先の AF 撮影を行ラことができます。ま 
た、被写体の状況や撮影意図に合わせて 
オートフオーカスの作動特性を選択ず 
ることがでさます。 



あらかじめく©〉スイッチと〈厨〉スイッチ 
をの N > に設定してください。 










AF モードの選}尺 


<1レンズのフォーカスモードスイッチ 
を < AF > にセツ ト ずる 



2 AF モードを還択ずる 

• < AF > ボタンを巧しなびらな泣〉を回 
し、表示バネルの AF モードを選択して 
ボタンか6指を離します。 


ONE shot ] 


I Al servo ' 




止まつている巧写はを撮るとまはワンショット AF 

シャッターボタンを半巧しすると AF が作動し、1回だけピントを合わせま 
ず 

吟ピントび含うと、ピントを含ねせた AF フレームが一瞬光り、同時にファ 
インダー内に含焦マークく♦〉が点灯します。露出もミ央まります。 


動いている被写体を撮るときは AI サーボ AF 

シャッターボタン半押しの状態を保っている間、カメラに向かってくる、ま 
たは遠ざかる被写体にピントを合わせ続けます。 

参撮影距離びたえず変わる（移動している）被写体の撮影に適しています。 
参露出は撮影の瞬間に決まります。 
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画面の端の被写体にピントををわせる 

エ1」ア AF フレームに入5ない画面の端の被写体にピントを含わせて撮影す 
るとさは次のよラにします。この方法をフォーカス□ック撮影といいます。 

フ ォー カス □ック 撮影は AF モードびワンシヨ ッ ト AF に設定されていると 
をに有効です。 

1シャッターボタンを半押ししてピントを含わせる 
2 シャッターボタンを半押ししたまま構図を変える 

3撮影する 

■ 


S • ピントび合わないとファインダー内の合焦マークく ♦> び点滅します。この 
とき、ワンシヨット冉 F ではシャッターボタンを全巧ししてを撮影はできませ 
ん。構図を変えて再度ピント合わせを巧ラか、 TAF の苦手な被写体（手動ピ 
ント合わせ)』 (73) を参照してください。 

♦ AI ヴーボ AF で AF フレーム自動選択のときは、初めに中央で被写体をとらえ 
ます。冉 F 中に被写体び中央から外れてち、エ U ア AF フレーム内で被写体を 
確実にとらえていればピント合わせを続けます。冉 F フレームは光りません。 

♦ AI ヴーボ AF では、ピントび合ってもファインダー内の合焦マークは点灯せ 
ず、電子音ち鳴りません。 
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画 AF フレームの選}尺-- 

自動選択 

4已点の AF フレームの中から、撮影状況に応じてカメラび自動的に AF フ 
レームを選択してピント合わせを行います。 

任意選択 

(選択でさる AF フレームの数によって3種類あります） 

①4已点の AF フレームから任意の1点を選択します。 

霞]1点の AF フレームから任意の1点を選択します。に. Fn -13- 1, 2) 

③目点の AF フレームか5任意の1点を選択します。 ( C . Fn -1 3-3) 

* ②③はカスタム機能 C . Fn - 13を設定して行います （1 49)。カスタム機能 
の設定は 、 [M 五の の く冉〉 で行います。 



4已点の AF フレーム任意選択3 



AF フレームを 選択する 

• <^>を回すと AF フレームが 横方向に 
移動します。 

• <〇> を回すと AF フレームが 縦方向に 
移動します。 

• 外周 AF フレームび すべて点なすると、 
自動選択になります。 

♦ シャッターボタンを半押しすると、撮影 


準備状態に戻ります。 


66 













SI • 縦方向の AF フレーム選択は、く圆> ボタンを巧したあと、<因> ボタンを巧 
しなびら〈禮> を回すことでも巧能です。 

♦ AF フレームび2つ点灯む）した状態で撮影すると、2点による自動選択冉 F 
になります。また、この状態で左ちに移動すると1点ずつの選択になります。 


11点の AF フレーム任意選択 15131 BKME1 (149) 



• 構図優先の撮影に有効な11点の AF フ 
レームが設定されます。 

• AF フレームの選択方法は、同じです。 


9点の AF フレーム 任意選択 


C . Fn -13-3 


(149) 



参エ1」ア AF フレームが周8点の AF フレー 
ムと中央 AF フレームが設定されます。 
参横方向の AF フレーム選択方法は、同じ 
です。 

1番端の AF フレームか51つ進めると 
自動選択になります。 

• 外周 AF フレームの 選択は、〈画〉ボタ 
ンを押して〈猫〉を回します。 


S C . Fn -13- l , 2, 3の AF フレーム自動選択は、4己の測距点で巧われます。 
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AF フレームの登録と切り換え 

よく使ラ AF フレームをあらかじめ登録しておくことで、他の AF フレームか 
ら、瞬時に登録 AF フレームへの切り換えびでさます。すべての AF フレーム 
が登録対象となります。複数登録はでさません。 


AF フ レー ムの 登録 

j AF フレームを選択する 

• 〈画〉ボタンを巧して、〈避〉〈©〉を 
回します。 

2選択した AF フレームを 登録する 

• 〈因〉ボタンを巧しなびら < FEL > ボタ 
ンを巧します。 

吟 AF フレームび登録されます。 

• 登録/切り換え時の表示は、政下のよう 
になります。 




W ♦ スト n ボ使用時とスポット測光時はく因> ボタンを先に巧してください。 
< FEL > ボタンを先に巧すと AF フレーム選択状態び解除されます。 

♦ 9点の AF フレーム任意選択 （ C . Fn -13-3) では、登録できません。 
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登歸 AF フレームへの切0換え 

初期状態での登録 AF フレームへの切り換えはく図> ボタンと〈画〉ボタ 
ンの同時押しで行いますが、カスタム機能 C . Fn -18- l ，2 (151) を設定す 
ると、く固> ボタン単独押しで切り換えることびでをます。カスタム機能の 
設定は、醒皿のく冉〉で行います。 



①〈図〉ボタンとく圆> ボタンの同時 
押しで切り換え 

参カスタム機能を設定しない初期状態の 
切り換え方法です。 

⑨〈図〉ボタン単独押しで切り換え 


C . Fn -18 -l 


⑤〈図〉ボタン単独押しで、押してい 
る間だけ、切り換え 




C . Fn -18-2 


(151) 


• 〈図〉ボタンを離すと元の AF フレーム 
に戻ります。 


S ♦ C . Fn -13 を設定/解除すると、登録 AF フレームは中央 AF フレームとなりま 
す。なお、 C . Fn -13- l から C . Fn -13-2 への変更（またはその逆）では、登録 
AF フレームは変わりません。 

♦ 仁.ド11-18-1.吕とじド11-日4-1,3を組み合ゎせて設定するとく固> ボタン単独 
押しで登録 AF フレームへの切り換えと AF スタートを同時に行ラよラにする 
ことびでさます。 
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AF フレームの領域拡大 


C.Fn-17 


カスタム機能を利用して、任意選択した AF フレームの領域を広げることが 
できます。 （ C . Fn -17) り已〇) 

カスタム機能の設定は、 （ HE ® く冉> で行います。 


•7 点自動選択 AF に拡大する 


C.Fn-17-1 


(150) 


任意の1点では追従しづらい不規則に変化する被写体を撮影する場合に効 
果的です。 


• 拡大した AF フレームの領域は表示され 
ません。 

• ワンショット AF でピントが合ラと、選 
択した AF フレームと、ピントの含った 
AF フレームが点灯します。 


I :選択した AF フレーム 
□:拡大した AF フレームの領域 


•7 点あるいは13点 AF に自動拡大する 


C.Fn-17-2 


(150) 


使用レンズの焦点距離や、 AF モードに応じて下図のように、 AF フレームの 
領域を自動拡大します。被写体の動きが予測でさないよラな場合に効果的で 
す。 


AF 

1 使用レンズの焦点距離 1 

モード 

吕〇 0 mm 未満 

吕〇 Omm 似上 

ワン 



ショット 

( ■ ) 

i - ) 

AF 

\ y 

V y 


AF フレームの自動曲大は巧いまはん。 

1領域拡大 

AI サーボ 


( □□。。 \ 

AF 


日日■□日 

\ □□□□ ノ 
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使用レンズの明るさと AF 測距について— 

EOS-lDMark II の AF は、すべての AF フレームで被写体の横線成分を検出 
するのび基本となっていますび、使用するレンズの明るさによっては、さら 
に高精度な AF ピント合わせび可能となっています。 

(1) F 2.8 よりも明るい大□径レンズ使用時、■で示した 
AF フレームでは、十字測距（縦線横線同時検出）に 
よる高精度 AF 撮影が、残る38の AF フレームでは横 
線検出による AF 撮影びでをます。 

縦線検出は、横線検出の約3倍の敏感度で行われま 
す。 


I □□□ nno □ □ □ \ 

\ j 

\ / 



(2) 単体およびエクステンダーとの組み合わせで F 4 よ 
り明るい次の L タイプレンズでは、中央の AF フレー 
ムで十字測距による高精度 AF 撮影ができます。残る 
44の AF フレームでは横線検出の AF 撮影 ( EF 70- 
20曰 mmF 2.8 L USM + エクステンダー EF 1.4 X 除 
<) びでさます。 

- EF 28-80 mm F 2.8-4 L USM 
- EF 300 mm F 4 L USM 
- EFSOOmm F 4 L IS USM 
- EF 400 mm F 4 DO IS USM 
- EF 己00 mm F 4 L に USM 
- EF 600 mm F 4 L USM 
- EF 600 mm F 4 L に USM 
- EF 70-200 mm F 4 L USM 

• エクステンダー EF 1.4 X 、 EF 1.4 X II との組み合ね 
せ： 

- EF 200 mm F 2.8 L USM 
- EF 200 mm F 2.8 L II USM 
- EF 300 mm F 2.8 L USM 
- EF 300 mm F 2.8 L IS USM 
- EF 400 mm F 2.8 L USM 
- EF 400 mm F 2.8 L II USM 
- EF 400 mm F 2.8 L IS USM 
- EF 70-200 mm F 2.8 L IS USM 

• エクステンダー EF 2 X 、 EF 2 X II との組み合わせ： 

- EF 13 已 mm F 2 L USM 
- EF 200 mmFl.SL USM 
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X (3) エクステンダーとの組み含ねせで、 F 8 より明るい次 
\ の L タイプレンズでは、中央の AF フレームで横線検 
] 出による AF 撮影びできます。中央た(がの AF フレー 

J ムによる AF 撮影はできません。 

♦ ェクステンダー EF 1.4 X 、 EF 1.4 X II との組み合ね 
せ： 


- EF 4 日 0 mm F 5.6 L USM 
- EF 己00 mm F 4.5 L USM 
- EF 100-400 mm F 4 .己-已 .6 L IS USM 

• エクステンダー EF 2 X 、 EF 2 XII との組み含ねせ： 

- EFSOOmm F 4 L USM 
- EF 300 mm F 4 L IS USM 
- EF 400 mm F 4 DO IS USM 
- EF 已〇 0 mm F 4 L IS USM 
- EF 巨00 mm F 4 L USM 
- EF 巨日 0 mm F 4 L IS USM 
- EF 70-200 mm F 4 L USM 

♦ 〈回〉ボタンを巧すと上面表示パネルにもの -0- 
表示がでます。 


な IS 機能の巧いていない EF 70 -吕〇 0 mm F 2 .SL USM とエクステンダー EF 1.4 X 、 
EF 1.4 X II の組み合わせでは、中央 AF フレームで十字測距による高精度 AF 撮影び 
でさます。なお、中央政外の AF フレームでは、測距誤差を生じる場合びありますの 
で、 AF 撮影しないでください。 
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AF の苦手な被写な:（手動ピント合わせ） ■ 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでをない〔含焦マーク 
〈♦〉が点滅する）ことびあります。 

ピントび合いに<い被写体 

( a ) コントラスト（明暗差）び極端に低い被写体 
例：青空、単色の平面など 
化）非常に暗い場所にある被写体 
(C) 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
例：反射光の強い車のボディ 

( d ) 被写体び遠いところと近いところに共存する状態 

例：おりの中の動物 

( e ) 繰り返し模様の被写体 

例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど 

これ b の場合は次のいずれかのち法でピントを合わせます。 

(1) 被写体とほぼ同じ距離にあるものでフォーカス□ックし、構図をミ央めな 
おして撮影する。 

に）レンズの フオー カスモードスイッチをく MF 〉 にして手動ピント合わせ 
を行ラ。 


Bl スト n ボや ST - E 2 の冉 F 補助光でピントび合わない場合は、中央の AF フレームを 
選択してください。中央切外の AF フレームではピントび合わないことびありま 
す。 
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手動でピントを合ねだる（マニュアルフオーカス) 



レンズのフ オー カスモードスイッチを 
< MF > に切り換え、ファインダー内の被写 
体びはっさり見えるまで、レンズのフ オー 
カスリングを回してピントを含ねせます。 


B ♦ AF フレームを任意に選択して、シャッターボタンを半巧ししなびら手動ピン 
卜合わせをすると、選択している AF フレームでピントび合ったとさはその冉 F 
フレームび光り合焦マークび点灯し ます。 

♦ AF フレーム自動選択の場合は、中央の AF フレームでピントび合ったときに 
AF フレームび光り、合焦マークび点打します。 

♦ USM (Ultrasonic Motor / 超音波モーター)レンズのとき 

USM レンズ雁離目盛りのない USM レンズをのぞく）はワンショット冉 F 
で作動した後そのままフォーカス U ングを操作してピントを微調整（フルタ 
イムマニュアル）することびでさます。 
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ドライブモードの選択 



ドライブモードを選択する 

参く MODE 〉 ボタンと〈厘]阻> ボタンを 
同時に巧しなびら、〈離〉を回してドラ 
イブモードを選択し、ボタンか5指を離 
します。 

□ 1枚撮影 

乌 1 L 低速連続撮影-最高約3コマ/秒 
马 iH 高速連続撮影•最高約8.日コマ/秒 



W ♦ 撮影した画像は、一度力方ラの内部メモ U - に保をしてから、順;欠メモ U - 
カードに記録するため、連続撮影で内部メモ U —びいっぱいになると、一時 
的に撮震びできなくなります。メモ U —カードへの記録経過にとちない次の 
撮影び可能となりますので、シャッターボタン半押しでファインダー内ち下 
に表おされる r 連続撮影時の最大撮穀可能枚数」によって、そのとさ撮驚で 
きる枚数を確認してください。 

なお、 r 連続撮穀時の最大撮影可能枚数」は、メモ1」ーカードを入れていない 
ときにも表示されますので、メモ U —カードび入っていることを確認してか 
ら撮影してください。 

♦ ファインダー内と表示パネルに 「Card Full 」 び表示されたときは、必ずアク 
セスランプの点灯/点滅が消えてから、メモ U —力ードを交換して<ださい。 
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セルフタイマー撮露- 





セルフタイマーを選択する 

•〈 MODE 〉 ボタンとく医]阻〉ボタンを 
同時に巧しなびら、く磯〉を回して、希 
望するセルフタイマーを選択し、ボタン 
から指を離します。 




が：10秒タイマー 
み2 : 吕秒タィマー 


2ピントを含わせる 

• ファインダーをのぞいて シャツ ターボ 
タンを半押しし、合焦マークの点灯と露 
出表示を確認します。 



撮影する 

参シャッターボタンを全押しします。 
セルフタイマーランプび点滅を始め、セ 
ルフタイマーび作動中であることを知 
らせます。撮影2秒前になると点滅が速 
くなります。 


W レンズの前に立ってシャッターボタンを押すと、ねらった被写体にピントび合わ 
なくなります。 

51 ♦ セルフタイマー撮影するときは、兰脚をお使いください。 

♦ セルフタイマー撮驚を途中で中止ずるときは、く霞> スイッチをく OFF〉 に 
します。 

♦ 自分一人だけをセルフタイマーで撮るときは、自分び入る位置とほぼ等しい 
距離にあるものにフォーカス n ック （6 巳）して撮影します。 

♦ 2秒タイマーは接写や複写撮影時のカメラブレ（シャッターボタンを巧したと 
さにカメラびわずかに揺れること）を防ぐとさなどに有効です。 
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写真表現に合わせた 
露出制御 


被写体や撮影目的に合わせて、最適な測光/ドライブ/撮影モー 
ド （ P / Tv / Av / M ) を選択することができます。そして、簡 
単な操作でさまざまな撮影を行ラことができます。 



あらかじめく霞> スイッチを 〈 ON > に設定 
してください。また、必要に応じ、〈辟〉ス 
イッチを 〈 ON 〉 に設定してください。 






厘]測巧モードの選択方法 



測光モードを選択する 


• く圆阻> ボタンを押しなびら勉> を 
回して測光モードを選択し 、ボタンから 
指を離します。 






厘] 評価測光 

この力^ラの標準測光方式で、逆光撮影を 
含む一般的な撮影に適しています。ファイ 
ンダー内に占める被写体の位置、明るさ、背 
景、順光、逆光など複雑な光の要素をカメ 
ラの構え方に応じて力;ラび判断し、主被 
写体を常に適正な露出にします。 

を] 部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びある場 
合の撮影に有効です。ファインダー中央部 
の約] 3.己％の範囲を測光します。 

[•] スポット測光 

被写体の特定の部分を測光するときに有効 
です。ファインダー中央部の約 3. 8%を測 
光します。 
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[] 中央部重点平均測光 

ファインダー中央部に重点を置いて画面全 
体を平均に測光します。 


AF フレーム連動スポット測光 

機動性を上げるためカスタム機能 C.Fn-1 3 
の設定によってエ U ア AF フレーム内の4日 
点の AF フレームを]1点 CC.Fn-lS-l)、 ま 
たは9点に. Fn-13-3) に限定し、任意に 
選択した AF フレームの周囲のみ（ファイン 
ダーの約3.8〇/〇の範囲）を測光しまず。 (67, 
14日） 


S スト n ボ使用時に〈图阻> ボタンを巧しなびら〈慰〉を回すと、ストロボの調 
光補正を行ラことびでさます。 
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マルチスポット測光 

撮影画面の複数の場所をスポット測光し、その場所び相対的にどのよラな露 
出になるかを考えなびら、自分のねらい通りの最終露出を決めることびでさ 
ふ9 〇 


1スポット測光にする (78) 

2 〈 FEL 〉 ボタンを巧す 

• 相対的な露出レベルを知りたい場所に 
スポット測光範囲マークをあわせ、 
< FEL > ボタンを押します。 

今ファインダーちに、スポット測光した場 
所の相対的な露出レベルび表示されま 
す。 

露出値は、スポット測光した場所の平均 
値が設定されます。 




参この状態で露出補正を行ラと、 3 点の露出レベル表示全体を見なびら、表 
現意図にちわせた最終露出を決めることびでさます。 
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0 ♦ スポット測光は8点まで巧ラことびできます。9点目からはく FEL > ボタンを 
巧しても測光は行われません。 

• マルチスポット測光による露出値の記憶は;欠の条件で解除されます。 

(1) スポット測光後、16秒経過したとを。 

(2) く图阻> ボタン、 〈 MODE > ボタン、 〈 AF 〉 ボタンを巧したとき。 

(3) 撮影後、シャッターボタンから指を離したとき。 

• マルチスポット測光は中央部スポット測光と AF フレーム連動スポット測光 
で利用でさます。 
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P プ□グラム AE 撮影 




表示パネルの 〈 P 〉 を選択する 


•〈 MODE 〉 ボタンを巧しながら〈避〇 
を回して 〈 P 〉 を選択し、ボタンから指 
を離します。 


P 


ピントををねせる 

• ファインダーをのぞいてエ U ア AF フ 
レームを被写体に合わせ、シャッターボ 
タンを半押しします。 

吟ピントが含うと、ピント含わせを行った 
AF フレームが 一瞬 光り、ファインダー 
内ち下に合焦マークく ♦> び点巧します。 
同時にファインダー内に緑色の合焦 
マークく♦〉が表示されます。 

今表示パネルとファインダー内に露出値 
が表示されます。 


1い日口\ [ 5日 〕 ■ 

I \P.8I J ONE SHOT ) I 

I (□11 • 


表示を確認する 

シャッター速度と絞り数値が自動的に 
みまり、ファインダー内と表示パネルに 
表示されます。 

数値び点滅していなければ、適正露出で 
す。 


イ撮影する 

• 構図を決め、シャッターボタンを全巧し 
します0 
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参「30"」と小さな絞り数値び点滅するとをは、被写体が 
暗すぎます。に0感度を上げて<ださい。または、スト 
n ボを使巧して < ださい。 

♦ 「8000」と大さな絞り数値び点滅するときは、被写体び 
明るすぎます。に日感度を下げてください。または、減 
光用の ND フィルターを使用してください。 

0 ♦ AF フレームび自動選択 （66) になっている場合は、同じピント位置の AF フ 
レームび複数点灯します。 

♦ ドは 、 Program (プ□グラム）の略です。 

参 AE は Auto Exposure (オートエクスポージャー）の略で自動露出のことで 
す。 

♦ 合焦マーク〈♦〉び点滅するときは、シャッターび切れません。 

♦ 露出を蜜えずに、シャッター速度と絞り数値の組み合わせ（フログラム）を 

変更ずることびでをます。これをプ n グラムシフトといいます。シャッター ■ 
ボタンを半押しした後く巡> を回して、希望するシャッター速度または絞り ™ 
数値に設定します。 

フ□グラムシフトは撮影すると解除されます。 
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Tv シャッター速度をミ夫めて撮る— 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に 
必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といいま 
す。 

シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をとらえることがで 
き、シャッター速度を遅くすると流動感を表現することびできます。 

* Tv とは Time value 〔タイムパ‘リユー)の略で時間量のことです。 


1上面表示パネルの 〈 Tv > を選択する 

•〈 MODE 〉 ボタンを巧しながら〈巡〇 
を回してく Tv 〉 を選択し、ボタンか5 
指を離します。 


Tv 


y シャッター速度を設定する 

• 表示パネルを見なげ5〈盤^〉を回して 
設定します。 

^ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

吟絞り数値が自動的に決まります。 

表示を確認して撮影する 

• 絞り数値び点滅していなければ適正露 
出です。 




速いシャッター速度 
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> ルさな絞り数値び点滅するとをは、露出アン 
ダー（露出不足）です。絞り数値の点滅び止ま 
るまで く巡 〉を回してシャッター速度を遅く 
します。または、に0感度を上げます。 




参大きな絞り数値び点滅するとさは、露出オー 
パー(露出過度)です。点滅び止まるまで〈巡!〉 
を回してシャッター速度を速くします。また 
は、に日感度を下げます。 


H シャッ ター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば「125」は1/12已 
秒を表しています。また、「0"5」は 0 .已秒を、「15"」は 1 已秒を表しています。 
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Av 絞り数値を巧めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラが適正露出に必要な 
シャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 

絞り数値を小さくする（開く）と、背景をぼかした美しいポートレートが撮 
影でさます。絞り数値をかさくするほど背景はぼけます。絞り数値を大をく 
する（閉じる）と、奥行さのある風景の手前から遠くまでび鮮明に写りま 
す。絞り数値を大きくするほど鮮明に写る奥行さび深くなります。 


*Av とは Aperture value (アパーチヤーバリユー)の略で開□量のこと 
です。 



• 表示パネルを見なげ5〈避〇を回して 
設定します。 

3ピントををねせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

今シャッター速度び自動的に決まります。 
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表示を確認して撮影ずる 

• シャッターま度び点滅していなければ 
適正露出です。 




giyPM 




>シャッター速度の「30"」び点滅するとさは、 
露出アンダー（露出不足）です。 シャッ ター速 
度の点滅び止まるまで く猫 〉を回して絞り数 
値をかさくします（絞りを開く）。または JS 日 
感度を上げます。 


>シャツター速度の「8000」び点滅していると 
をは、露出オーバー(露出過度）です。点滅び 
止まるまで <巡^>を回して絞り数値を大きく 
します（絞りを開じる）。またはに日感度を下 
げます。 


国！絞り数値の表示 

数字び大きくなるほど、レンズの絞り径はルさくなります。表おされる絞り数値 
はレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないときは「00」を表 
のしよ9 〇 


巧写巧深度をお話ずる 



絞り込みボタンを押すと、そのとさ設定さ 
れている絞り数値まで絞り込み、ピントの 
合っている範囲をファインダーで確認する 
ことびでさます。 


0絞り込みボタンを巧すと露出び固定された（冉 E ロック）状態になります。 
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M 自分で露出を巧めて撮る 

カメラまかせではなく自分でシャッター速度や絞り数値を決めて撮影をす 
るときに設定します。露出はファインダー内の露出レベル表示を参考にした 
り、単独露出計を利用し自分で任意に決めます。これをマニュアル露出とい 
います。 

* M は 、 Manual (マニュアル）の略です。 



上面表示パネルのく M 〉 を選択する 

•〈 MODE 〉 ボタンを巧しながら〈巡〇 
を回して 〈 M > を選択し、ボタンから指 
を離します。 


M 


■ ( \ ■ 

〈侵〉スイツチを 〈 ON 〉 に設定す 
る 


<^>でシャッター速度を、 
<0>で絞り数値を設定する 

• 絞り数値をく 因 > ボタンとく巡〉で設 
定することちでをます。 

ピントを含わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

-► 露出値が表示されます。 

• ファインダー内ち側の露出レベルマー 
ク〈□>で標準露出〈じ〉か5どのく 
らいずれているか確認することびでさ 


ます。 
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露出レベル表示 5露出をミ夫める 

I m 露出レベル表示を確認し任意のシャツ 
ター速度、絞り数値を設定します。 

も 撮影する 



S 露出レベルび上端、または下端で点滅しているときは、露出び±3段を超えてい 
ることを示しています。 
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因自分の巧みに露出を捕正する— 

カメラが決めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいます。 
露出を明るめ（プラス補正）にしたり、暗め（マイナス補正）にしたりして 
撮影できます。設定できる補正量は1/3段ステップで+3段の範囲です。 

あ5かじめ、〈辟> スイッチを < ON > に設定しておをまず。 


1シャッターボタンを半巧しする 

(を 6) 


参露出表示を確認します。 


Tv 巧日〔 5己〕 
を日 
固 

@-3..っ 


—知み+ 




> 〈©>を回して希望する補正量を設 

定する 

吟表示パネルに露出レベルく■〉び、ファ 
インダー内に露出補正表示くを〉と露出 
レベルく□〉び表示されます。 

• 露出補正を辭除するとさは露出レベル 
を標準露出指標（〈切〉または〈〇〉） 
の位置に戻します。 


3撮影する 


® ♦ 露出補正は、〈因>ポタンを巧して（を6)、〈巡^>を回すことでも設定できます。 
♦ 設定した巧正量はく箇> スイッチをく OFF 〉 にしても記憶されていまず。 

♦ 不用意に〈慰〉び動いて巧正量び変わらないようごを意ください。く綺> ス 
イッチを 〈 OFF > にすると安全です。 

90 








谭]露出を自動的にをえて撮る/ AEB 撮影 《 

1/3段ステップ+3段の範囲で、自動的に露出を変えながら3枚の撮影をす 
ることびできます。これを AEB ( Aut 日 Exposure 巳 「 acketin 呂：才ートエ 
クスポージャーブラケティング）撮影といいます。 AE 日撮影には、シャッ 
ター速度、または絞り数値を自動的に変えて露出を変える AE 巳撮影と、 
シャッター速度と絞り数値は固定のままで、侶日感度を変えて露出を変える 
AE 巳撮影びあります。 


シヤ ツター 速度/絞日数値をおえての AEB 撮暴 



AEB レベルを設定する 

参く MODE 〉 ボタンと く AF 〉 ボタンを同 
時に押しなびら、 〈盤〇 を回して設定し 
9 〇 

• 図は標準露出を中むに1段補正したとさ 
の表示パネルです。 AEB ステップ量 
(1.0) と AEB レベル く ■>、 〈堪 > が 
表示されます。 




補止 補化 


2撮影する 

吟ファインダー内の露出レベル表示には、 
撮影順に補正位置が表示されます。 

参設定しているドライブモードに従って 
撮影されます。 

参3コマ撮影後でち、 AEB 撮影は辭除さ 


れません。解除するとさは、ステップ量 
を「0.0」に戻します。 
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ISO 感度をおえての AEB 撮該 

標準露出となる IS 日感度を事前に設定しておいてください。例えば+1段で 
ISO 2曰0/40日/8日0の AEBJ 最影を巧^ラとさには、 ISO 4日0に言受定して 
おさます。 



AEB レベルを設定ずる 


• < AF > ボタンと〈圆 阻〉 ボタンを同時 
に巧しながら、<〇> を回して設定しま 
す。 

• 図は標準露出を中むに]段補正したとさ 
の表示パネルです。 AEB ステップ量と 
AEB レベルく■>、〈150>び表示されま 
す。 

• 撮影は、シャッター速度/絞り数値を変 
えての AE 目撮影と同様に行われます。 


W ♦ スト□ボ撮量んバルブ撮影、シャツター速度/絞り数値を蜜えての AE 目撮影、 
に日感度を変えての AE 目撮影は併用できません。 

♦ AE 日撮影は、設定できるシャツター速度 （1/80 日〇〜30秒）と絞り数値、 
IS 日感度 (100-1600) の範囲巧でのみ行われます。に0感度拡張を[入] 
にしていても、に〇已日、320日相当の補正は行いません。 

♦ カスタム機能 C . Fn - 日日-2で露出設定ステップを1/2段にすると、 ISO 感度を 
変えての AE 目撮影びでさなくなります。 


B ♦連続撮影に設定しているときは、シャッターボタンを全押ししたままにする 
と、3枚連続撮影して自動停止しますにラーアップ撮影時除く）。 

♦セルフタイマーを併用したときは、2砂または1日秒後、自動的に3枚連続撮 
驚されます。 

♦ ドライブモードび1枚撮影の場合は、シャッターボタンを3回巧して撮該して 
ください。 

♦ AE 目と露出補正を組み合わせて使用することびできます。 

♦ AE 日撮影中は、ファインダー巧の〈がと、表示バネル巧のく％>、または 
< IS 0> び点滅します。 
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ホ露出を固定して撮る/ AE □ック撮影— 

選択した AF フレームで露出とピントを別々に決めることびできます。最初 
に露出をミ央めたあとで構図を変える必要びある撮影にご利用ください。これ 
を AE □ック撮影といいます。逆光下での撮影などに有効です。 

1ピントををねせる 

) 〈乂〉ボタンを巧す （を 6) 

参露出を含わせたい被写体をファイン 
ダー中央においてく*〉ボタンを巧しま 
す。 

-► ファインダー内にく*〉が表示され、露 
出値び固定 （ AE □ック）されます。 

• く*〉ボタンを巧し直すたびに、そのと 
きの露出値を AE □ックします。 


3構図をミ夫めて撮影する 

参 AE □ックした露出値と新しい露出値が 
U アルタイムで表示されます。 

参連続して AE □ック撮影をするとさは、 
<*> ボタンを押しなびら、シャッター 
ボタンを押します。 



S 1点に的確に AE □ックを巧う場合は部分測光またはスポット測光の使用をおす 
すめします。 （7 S ) 
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長時巧露巧（バルブ）撮影 

シャッターボタンを押している間、シャッターび開いたままにな0、シャッ 
ターボタンか b 指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。夜景や 
花火、天体の撮影など長時間の露光が必要なとさに設定します。 



1 


表示パネルに 「buLb」 を表おする 

• く MODE 〉 ボタンを巧しながら〈巡〇 
を回して fbuLbJ を表示し、ボタンか 
ら指を離します。 


I ら 

<^>で絞り数値を設定する 



撮影する 

• シャッターボタンを全押しします。 

吟表示パネルに露光経過時間が表示され 
ふ 〇 

①：砂、霞：分、③：時間 


♦ 長時間露光の撮影では、撮影画傲にノイズび含まれる場合びあります。メ 
ニュー機能〈〇> タブの[長砂時雷光のノイズ抵滿でノイズを軽減させること 
びでさます。 

♦ バルブ撮憲には、リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、タイマー1」モー 
ト コント □- ラー TC -80 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 


か 表示パネルの照明 

カメラち上の〈を> ボタンを押すたびに照明び点いたり消えたりします。バ 
ルプ撮影時は、シャッターボタン全押しで消えます。 
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ミラーアップ撮露 

カスタム禮能 C . Fn -12 (149) を設定すると、ミラーアップと露光を別々 
に行うミラーアップ撮影を行うことびできます。ミラーショックび気になる 
接写や超望遠レンズを使用するときにご活用ください。カスタム機能の設定 
は、 EM の〈冉〉で行います。 



2 


シャッターボタンを全}甲しする 

時 S ラーアップします。 

再度シャッターボタンを全巧しする 

•4 撮影び行われ、 S ラーび下がります。 


W ♦ 晴天の真夏の海岸やスキー場のよラに極端に明るいところでの S ラーアップ 
撮驚では、=ラーアップ安定後速やかに撮影してくださし、。 

♦ S ラーアップ撮影ではレンズを太陽に向けないでください。太陽の熱で 
シャッター幕び焼けて損傷する恐れびあります。 

♦ バルブ撮影とセルフタイマーは、イ并用でさません。セルフタイマー作動中に 
シャッターボタンから指を離すと、シャッターび切れたよラな音びしますび 
実際は撮憲されていませんのでご注意<ださい。 

0 ♦ ミラーアップ撮影は、ドライブモードの設定 （1 枚撮穀•連続撮影）にかかわ 
らず1枚撮霖 (□) になります。 

♦ ミラーアッフしてから3日秒経過すると、ミラーは自動的に下びります。再度 
シャッターボタンを全巧しすると S ラーアッフします。 

♦ ミラーアップ撮穀には、1」モートスイッチ RS -80 N 3 (別売）やタイマ ー U 
モートコント □- ラー TC -80 N 3 (別売）の併用をおすすめします。 


アイ ピース シャツ ター にごいて 



ファインダーから目を離してシャッターボ 
タンを巧すと、ファインダーから入った光 
によって露出び変わることびあります。そ 
のよラなとさはアイピースシャッターレ 
バーを矢印の方向に操作して、ファイン 
ダーを遮光します。 
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ストロボを使つた撮露 - 

EX シリーズスピードライトでの撮該 

このカメラは、 EOS 専用 EX シ U - ズスピードライトを使用すると、通常の 
AE 撮影と同じ感覚で、次のスト□ボ撮影を簡単に行うことがでさます。詳し 
い操作方法につさましては、各 EX シ U —ズスピードライトの使用説明書を 
参照してください。なお、このカメラは、 EX シ U - ズスピードライトの全機 
能が使用でさる A タイプカ;ラに属しています。_ 

• E-TTL II 自動調光 

E-TTL II は、調光制御ち式の改善とレンズ距離情報の活用により、従来の 
E-TTL (プ U 発光-記憶式評価調光)！;(上の高精度スト□ボ調光を実現し 
た、新自動調光システムです。この力^ラでは、どの EX スピードライト 
を使用しても、 E - TTLII 自動調光撮影を行ラことびでさます。 

•ノ V イスピードシンク □ ( FP 発光） 

30砂から]/8日00秒の全シャッター速度に同調する八イスピードシン 
クロ （ FP 発光）撮影がでさます。 


• FE (Flash Exposure ) □ック 

か乂ラの く FEL > ボタンを押すと、被写体の任意の部分のスト□ボ露出を 
適正にする、 FE □ック撮影びできます。この FE □ックは、スト□ボ光の 
AE □ック機能です。 

•スト□ボ調光補正 

通常の AE 露出補正と同じ感覚で、スト□ボ光のみの調光補正を行ラこと 
びできます。補正できる範囲は、]/3段ステップ±3段です。 

•FEB (Flash Exposure Bracketing ) 撮影 

スト□ボ光の AE 巳である、 FE 目撮影を行ラことびできます （ FEB 対応ス 
卜□ボのみ)。設定できる範囲は、1/3段ステップ+3段です。 
•ワイヤレスを丹- E-TTL II 自動調光撮影 

力:ラに直接取り付けたときと同じ感覚で、上記すベての機能を活用した 
ワイヤレス多な • E - TTLII 自動調光撮影びでさます。接続コードび不要 
であるため、自由で高度なライティング設定が可能です（ワイヤレス対応 
ス h □ボのみ)。 
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ストロ ボメーター ドマニュアル 撮影 

手動で調光レベルを決める近接撮影向けの機能です。マニュアル発光で 
さる EX シ U —ズスピードライトを使って政下のよラに撮影します。 

1カメラとスト□ボの機能を設定する 

♦ カメラの撮影モードを 〈M〉 、または 〈Av> に設定します。 

♦ スト□ボは、マニュアル発光に設定します。 

1 ピントを含わせる 

♦ 手動ピント含わせで被写体にピントを含ねせます。 

3中央部スポット測光節囲を被写体に含わせて 〈 FEL 〉 ボタン 
を巧す （る 16) 

-► スト□ボびプ U 発光し、被写体にお要な露光量を記憶します。 
ファインダー内ちの露出レベル表示に、適正調光レベルに対する 
調光レベルび表示されます。 

4調光レベルを設定する 

• 調光レベルび標準露出指標の位置にくるよラ、スト □ 

ボのマニュアル発光レベルと絞り数値を設定します。 

5撮該する 



TT し A - TTL 自動調がスピードライトでの撮緊 

• TTL、A-TTL 自動調光の EZ/E/EG/ML/TL シ U— ズスピードライトを 
TTL、A-TTL 自動調光状態で使用すると常時フル発光します。カメラの 
撮影モードをマニュアル露出、または絞り優先 AE に設定すると、絞り 
数値を変えてのマニュアル-フル発光撮影を巧ラことげでさます。なお、 
スト□ボ側の表示は、 TTL、 または A-TTL 自動調光状態のままです。 

• 已已日 EX のカスタム機能 C.Fn- 日3-]を設定して、 TTL 自動調光にして 
いるときにも萬時フル発光となります。 
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況用ストロボでの撮影 

同調シャッター速度 

ル型のミ凡用スト□ボは]/2日0秒じ(下のシャッター速度で、スタジオ用の大 
型スト□ボは ] /I2已秒拟下のシャッター速度で同調撮影することびできま 
す。なお、お使いになるスト□ボびカメラに正しく同調するかどラか、あら 
かじめ確認してからお使いください。 

シンク□端子について 

参シンク□端子を利用して、シンク□コード付さのスト□ボを使用するこ 
とがでをます。シンク□接点はコードの抜け落ちを防止する□ックねじ 
付をです。 

• この力^ラのシンク□端子には極性がありませんので、お使いのシンク 
□コードの極性に関係なく、そのまま使用することができます。 


W • 他社製の特定のカメラ専用のスト□ボ（一般にぶットシューに複数の接点を 
持っています）およびスト□ポ用付属品をお使いになると、力文ラび正常な 
機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因となることびありますのでごミ主 
意ください。同様に、カメラのシンク n 端テに2日 OV_LU 上の電圧びかかるを 
のち使用しないでください。 

♦ 高圧スト n ボをアクセヴ U —シューに取り付けて使用しないでください。発 
光しないことびあります。 

0アクセヴ U - シューとシンク□端子にそれぞれスト□ボを接続して、同時に使用 
することがでさます。 
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撮影画像の再生 


撮影した画像を見る方法や削除のち法、また録音の方法について 
説明します。 

他の機器で撮影-記録された画像データについて 

この力^ラ政がで撮影された画像や、この力^ラで撮影した獲に 
パソコンなどで画像データを加工したり、ファイル名を変更した 
画像は、正常に表示でさない場合びあります。 





MENU 


撮露画像を見る 


撮影直後の画像を、力;><ラ背面の液晶モニターですぐに確認することびでさ 
ます。表示の方法には、撮影画撒び表示される[入]、撮影画像と撮影情報 
を表示する[入 （ INFO .)]、 表示しない脚]の3種類があります。 


1 随影画像の確認，]を選ぶ 

• く〇〉タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈鑽> を 
回して願影画像の確認]を選び、ボタン 
から指を離します。 



設定する內容を選ぶ 


• く SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して希望する内容を選び、ボタンか5 
指を離します。 


撮影する 

吟撮影された画像び液晶モニターに表示 
されます。 


[ A ] の場含 



认 ( INFO .)] の場合 



P * 


田 5200 K 

100-0001 

ISOiOC 

04/07/15 12:34 
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撮影画像の確認時間 

撮影直後の画徹確認時間を設定することびでさます。 



[撮影画像の確認時間]を選ぶ 

• 〈〇> タブを選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを押しなびら〈類> を 
回して應影画像の確認時間]を選び、ボタ 
ンから指を離します。 

設定する内容を選ぶ 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈類> を 
回して希望する内容を選び、ボタンから 
指を離します。 



Bl [ホールド] に設定したときの表示時間は、才ートパワーオフ （33) で設定し 
た時間の半分になります。なお、オートバワー オフ [切]に設定したときの表 
お時間は1已分となります。 
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MENU 


織横自動回お表示 

縦位置撮影した画像を再生するとをに、画像の確認び行いやすいよラ、画像 
を自動回転させて表示することびでさます。 

自動回乾表示は、[^(横自動回転表示][乂]の設定で撮影した画像のみ可能で 
ず。[切]の設定で撮影した画像は、自動回転表示できません。 

1[縦横自動回輯表示]を選ぶ 

• 〈口1> タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈跋〉を 
回して離聪自動回転表示]を選び、ボタ 
ンから指を離します。 

2設定する内容を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して化]を選び、ボタンか5指を離 
します。 

3縦位置で撮該する 

• 撮影直後に液晶モニターに表示される 
画像は自動回転表示されません。 

4画像を再生する 

• ( DISPLAY ) ボタンを押します。 

吟縦位置で撮影した画像び左図のよラに 
見やすい位置で表示されます。 




W 力;ラを上や下に向けて撮驚すると、正しく自動回転表示されない場合びありま 
す。 

0カメラの縦横の向き（姿勢）を変えると、姿勢を検出するセンサーの機構により、 
ルさな音がすることびありますが、故障ではありません。 
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撮露した画像を再生する 

撮影した画像を自由に選択して、1枚表示や撮影情報表示、インデックス表 
示、拡大ズーム表示などで見ることびできます。 



画像を再生する 


参 〈 DISPLAY 〉 ボタンを巧します。 

今最後に撮影された画像が液晶モニター 
に表示されます。 



画像を選ぶ 


参く SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈猫〉を 
回します。左に回すと、最後に撮影され 
た画像から新しい順に画像び切り操ね 
ります。ちに回すと、古い画像から順番 
に新しい画徹び表示されます。 



0 ♦ 再生状態のままカメラを放置すると、オートパワーオフ （33) で設定した 
半分の時間で再生び終了します。なお、オートバワーオフ[切]に設定した 
ときは1已分で再生び終了します。 

♦ 画徹の再生は、フォルダ単位で巧います。ほかのフォルダに入っている画徹 
を再生するときは、フォルダを選んでから（已白）再生してください。 


103 

























画像の表示お式をおえる 


1画像を再生する 



画像の表示お式を変える 

• く DISPLAY 〉 ボタンを押しなが b く猫〉を 
回します。 

今液晶モニターの画像表示お式び変わり 
ます。 

• 蒂望する画徹表示形式び表示された5、 
ボタンから指を離します。 


撮影情報表示 


画像表示お式 

1枚フル表示 4枚インデックス表あ 


弧インデックス表示 
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撮該悟陆表ちについて 


露出補正量-1 I -画像のプ□テクト 



絞0数値一 I 


シ ヤツタ— 速度- 


-曰产メ t 

記録画質 


メモ U —カード 

選択状態 
ヒストグラム 
才 U ジナル画傲 
判を用データ付加 
フオルダ番号 
ファイル番号 

トバランス 
プラケテイング量 
ホワイトバランス補正量 


AF フレーム 


スト□ボ調光補正量 
測光 モー 
撮影 モード 
ホワイトバランス 


侶日感度 
<ia> 設定時の色温度数値 一! 


に0感度ブラケティング量一 ■ 


■ 

四!皿 A イライト警告表示について 

メニユー機能〈の〉タブの [A イライト警告表示]を[入]に設定すると、撮 
影情報表示と1枚フル表おにしたときに、露出オーバーで白飛びした部分を 
点;威表のします。 

階調を再現させたい部分が点滅しているとさは、露出をマイナス補正して再 
撮影すると良い結果が得られます。 


MPIAF ： 

にュー機 


=フレームについて 

"機能〈因〉タブの [ AF フレーム表玩を[入]に設定すると、撮影 
情報表示の画像に、 AF フレームを表示します。 (32) 

ワン シヨ ット AF 撮影の画像では、ピントの含った AF フレームを表示しま 
す。なお、 AF フレーム自動選択で撮影したとさは、ピントの合った AF フ 
レームび複数表おされることびあります。 

AI サーボ AF 撮影の画像では、選択した AF フレームを表示します。 
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皿置のヒストグラム 

^ニユー機能く因 > タブの k ストグラム表玩で、隅聞、または IRG 町の 
表示を選ぶことびでさます。 

mm 表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左：暗、ち： 

明)、織軸に明るさごとの画素数を積み上げたグラフ 
で、画像の輝度分巧を表しています。 

ヒストグラムでは、画面の中の「暗い成分」ほどグ 
ラフの左寄りに積み上げられ、「明るい成分」ほどグ 
ラフのち寄りに積み上げられて表示されます。 

横軸の左端に積み上げられた成分は黒くつぶれ、ち 
端に積み上げられた成分は白く飛びます（八イライ 
卜)。そのほかの成分は階調び再現されます。 

再生画像とそのヒストグラムを見ることで、露出レ 
ベルの傾向と全体の階調を確認することがでさま 
す。 

[ RGB ] 表示 日月るい成分び多いとさ 

このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、 

ち：明)、織軸に色の明るさごとの画素数を積み上げたグラフで 、 R (赤）/ 
G (緑）/目（青）別に色の輝度分布を表しています。画面の中の「暗く薄 
い创ほどグラフの左寄りに積み上げられ、「明るく濃い色」ほどグラフの 
ち畜りに積み上げ6れます。横軸の左端に積み上げられた成分は色の情報び 
なく、ち端に積み上げられた色は飽和して階調びありません。 

RG 巳のヒストグラムを見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイトバ 
ランスの傾向を確認することびできます。 


ヒストグラム例 


ri 

■ 

■ 


暗い成分びをいとさ 

r 

g 


普通の明るさのとさ 

1 


n 

n 
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拡大 ズーム 表示 

撮影した画像を、約1.已倍〜1日倍に拡大して表示することができます。 

1拡大したい画像を表示する 



画像を拡大/縮小表示する 

•〈 CO ボタンを押しなが5〈み〉ボタン 
を押すと拡大表示に、 くが ボタンを押 
しなびら〈み> ボタンを押すと縮ル表示 
になります。 

参画面ち下に拡大表示位置び表示されま 
す。 



表示位置を移動する 


•〈 CO ボタンを押しなびら〈巡^〉を回 
すと表示位置び左ちに、 〈 QJ ボタンを 
巧しながら〈猫> を回すと上下に移動 
します。 

参拡大表示を終了するときは、く DISPLAY 〉 
ボタンを押します。 



S 拡大表示中に 〈 SELECO ボタンを押しなびらく慰> を回ずと、拡大位置、拡大 
率を固定した状態で、表示画撒を切り操えることびできます。 
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四邸]撮影画像を回拓して表 7 F ずる 

撮影画像を時計ち向に9ぴ、27ぴ回転することびでさます。この機能で 
画像の向きをあらかじめ正しくセツトしておくと、再生のときに正しい向き 
で表示することびでさます。 


封フ日テクト 

um 

力-ド巧•巧的ミ 
ブリン離 

/\イライト m 示 印 

A 口い么みそ 巧 

ヒストクラムみモ 故 


画像回輯]を選ぶ 

• 〈因〉 タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびらく©〉を 
回して晒像回転]を選び、ボタンから指 
を離します。 

画像回転画面になります。 


2 回おさせたい画像を選ぶ 



画像を回転させる 

吟 ( SELECT ) ボタンを押して離すたびに、 
時計方向に回転します。 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画徹回転び 
終了してメニューに戻ります。 


® ♦ <な> ボタンを巧しなびらくみ> ボタンを巧ずと、白枚インデックス表おにな 
0ます。 

♦ 才 U ジナル画像判定 用 データ CP . Fn -31) の付加された画像は、回転できま 
せん。 
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撮露した画像をテレビで見る 

お使いのテレビ方式 （ NTSC か PAL ) にあわせて、ニュー機能〈け2〉夕 
ブの[ビデオ出力ち式]を DMTSC ] か PAL ] に切り換えてください。また、 
接続の隙は、カメラとテレビの電源を切った状態で行ってください。 



カメラをテレビに接続する 


参カメラの端テカバーを開けます。 

• カメラのビデオ出力〈"品甲〉端テと、テ 
レビのビデオ入力端子を付属のビデオ 
ケーブルで接続します。 

• ケーブルのプラグは、根元までしっかり 
と差し込んでください。 


y テレビの電源を入れ、テレビの入力 
切り換えをビデオ入力にする 


3カメラの〈©〉スイッチを 〈 ON 〉 
にする 



4 


〈 DISPLAY 〉 ボタンを押す 

吟画像びテレビに表示されます（液晶 モニ 
ターには何も表示されません)。 

参見終わった5、く©〉スイッチを 〈 OFF 〉 
にし、テレビの電源をオフにしてから、 
ビデオケーブルを外します。 



胃 ♦ テレビを見なびら液晶モニターと同じよラに画撒を見たり、方ニュー設定を 
行ラことびできます。 

♦ 使用するテレビ（モニター)によつては、画面表示びケラレることびあります。 
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^ 撮影画像にプ□テクトをかける^ 


1巧ずつプ□テクトをかける 

大切な画像を間違って消さないように、プ□テクトをかけることびでをま 
す。 


1プ□テクトをかけたい画像を表示ず 
る 



プ□テクトをかける 

• く*ボタンを押します。 

今プ□テクトび設定されるとく*び表示 
されます。 

• 再度、くを> ボタンを巧すとプ□テク 



卜が解除され、くび消えます。 

• 撮影直後の画像確認中に、く - W を〉ボタ 
ンを押してプ□テクトをかけることも 
でさます。 


W ♦ プ n テクトをかける隙にく hv み > ボタンを約2秒間巧したままにすると、録 
音機能 (112) び働き、フロテクトをかけることびでさません。プロテクト 
をかける隙は、く hv み > ボタンを巧してすぐに指を離してください。 

♦ メモ U —カードを初期化すると、プ□テクトをかけた画像を消去されますの 
で、ご注意ください。 

H • フ□テクトは、どの表示形式でちかけることびでさます。 

♦ フロテクトをかけた画徹は、このカメラの消去機能で消去できません。ミ te 
する場合は、プ n テクトを解除してください。 

♦ 必要な画撒にプ□テクトをかけて全画撒消去(114.1 15) を行ラと、プ n 
テクトをかけた画像政がは、全て消去されます。必要な画像政がを一度にま 
とめて消去する際に便利です。 
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HD プ□テクトを一括してかける/解除ずる 


選択しているフオルダ（已 9) 内に記録されているすべての画像令、選択し 
ている^モ U —カード内に記録されているすべての画徹に巧し、一括してプ 
□テクトをかけたり、解除したりすることがでさます。 



2 


[画像プ□テクト]を選ぶ 

• 〈の〉タブを選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈猫〉を 
回して[画像プ□テク ト] を選び、ボタン 
か b 指を離します。 

プ□テクトの内容を選ぶ 

• ( SELECT ) ボタンを押しながら〈趙> を 
回して内容を選び、ボタンから指を離し 
ます。 

今プ□テクト確認画面が表示されます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈猫〉を 
回して [0 K ] を選び、ボタンか b 指を離 
します。 



s プロテクトをかけた画徹は、このカメラの消去機能で消去でさません。消去する 
場合は、フ□テクトを解除してください。 
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を記録画像に音声を録音する 

記録画撒に音声を録音することびできます。録音した音声は、音声データと 
して画像ファイルに記録され、付属ソフトウエアで再生することびでさま 
す。 


1音声を録音したい画像を表示する 



7イク 


2録音する 

• く を > ボタンを約 2 秒間巧したままに 
します。 

• [録音中…] び表示されたら、く - w ホ> ボ 
タンを巧したまま、録音マイクに向かつ 
て話します。一度に録音でをる時間は 



30 秒です。 

• 話し終わったら、ボタンから指を離しま 
す。 

吟音声び録音された画像には、く J >〉 が表 
示されます。 


H ♦ 音声録音は、どの表示形式でも巧ラことびできます。 

♦ プ n テクトされている画撒には録音できません。 

♦ このカメラでは音声再生でさません。 

♦ 3日秒な上の録音を巧うときは、再度、手順2を繰り返してください。 

♦ 撮影直後の画徹確認中に、手順2で1回だけ録音を行ラことびできます。 
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消去する画像を表示する 




〈命〉ボタンを巧す 


画面の下に消まメニューび表示されま 
す。く扁〉ボタンをもラー度押すと消去 
メニューが消えます。 


3消去する 

参く®>ボタンを押しなが b <〇> を回し 
て [0 K ] を選び、ボタンから指を離しま 
す。 

吟アクセスランプび点な/点滅して画像 
び消去されます。 


撮露画像を消去する 

画像を消去する方法には、く而〉ボタンによる1枚消去、フォルダ内の全画 
像消まと、メニュー機能によるメモ U —カード内の全画徹消まびあります。 
なお、プ□テクトをかけた画像は消まされません。 

ik 消去した画像は復元でをません。十分に確認してか6消去してくださ 
^ し、また、大切な画像は、誤って消ましないようプ□テクトをかけて 
<ださい。 


1巧消去 


圖段 I ◎鼓 


層 


0撮影直後の画像確認中に、手順2、3で表示中の画像を消去することびでさます。 
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雨フォルダ巧のを画像消去 

1 画像を消去するフォルダを選ぶ 

(59) 


2再生する 

• ( DISPLAY ) ボタンを押します。 

• フオルダ選択画面び表示されたとさは、 
く DISPLAY 〉 ボタンを押しなが b く©〉を 
回して再狙犬態にします。どの画像表示 
お式でちかまし)ません。 




回 

圈 

懲 




扬 

™ ■ 

雌 加巧妙 

し 


\V^I グ 


<1> ボタンを巧す 

• 画面の下に消まメニューび表示されま 
す。 


消去メニューの [ ALL ] を選ぶ 

吟く而> ボタンを押しなび b <〇> を回し 
て [ ALL ] を選び、ボタンから指を離し 
ます。 

今確認画面が表示されます。 



5消去する 

• 〈而> ボタンを押しなが5 く©〉を回し 
て四<]を選び、ボタンから指を離しま 
す。 

吟アクセスランプび点灯/点滅して、プ〇 
テクトをかけていない、すべての画像び 
消去されます。 
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四面 D メモリーカード内のを画像を消去ずる 


旧 I 

■が□テクト 


Mfm 



-ブの卜艇 


"イラ仆胤ミ 

切 

AF フレ-ムお 

巧 

ヒストクラムお 

蜗 


[カード内•全画像消去]を選ぶ 

参く 因〉 タブを選びます。 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を 
回して防ード巧■全画像消去]を選び、ボ 
タンから指を離します。 

-► 確認画面が表示されます。 



2消去する 

参 〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈類〉を 
回して [0 K ] を選び、ボタンか b 指を離 
します。 

-► プ□テクトされていない、すべての画像 
が消去されます。 

参画徹の消まび完了すると;>< ニュー画面 
に戻ります。 



W 消去した画像は復元できまだん。十分に確認してか5消去してください。 
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MENU 


メモリーカードを初期化する— 


II メモリーカードを初期化ずると、メモリーカード上の記録内容はずべ 
W て消去されます。プ□テクトをかけた画像ち消去されますので、メモ 
リーカード内の記録内容を十分に確認してか6行ってください。お要 
な記録内容は、巧]期化する前におずパソコンへ巧たしてください。 



[力ード初期化]を選ぶ 

• 〈口。タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して 坊ード初期化] を選び、ボタンか 
ら指を離します。 

巧期化するカードを選ぶ 

• 访ード 1] は CF 力ード、 [力ード 2] は 
SD カードです。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈强〉を 
回してカード番号を選び、ボタンから指 
を離します。 

今確認画面が表示されます。 



[0 K ] を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©>を 
回して [0 K ] を選び、ボタンか5指を離 
します。 

吟六モ U —カードが初期化されます。 

-► 初期化が完了するとメニューに戻りま 
す。 


胃 ♦ キヤノン製 U (外のメモリーカードや、他のカメラ、バソコンで初期化したメ 
モリーカードを使用すると、正しく動作しない場合びあります。そのときは、 
必ずこのカメラで初期化してください。初期化することで、使用できる攝合 
びあります。 

♦ 初期化の画面で表おされるメモ U —カードの総容量は、；>^モリーカードに書 
かれている容量よりも少なくなることびあります。 
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国 rCard ErrJ が表示されたときは 

表示バネルに rCardErr 」 （力ードエラー警告）わ'策示された場合は、メモ U - 
カードに何らかの障害び発生して、記録/読み出しびできない状態になっていま 
す。 

別のメモ1」一力ードに交換して<ださし、。 

カードリーダー（市販品）を使用して、パソコンでメモ U —カードの内容び読み 
取れる場含は、メモ U —カード内の撮影データをすべてバソコンに保をして<だ 
さし、。 

すべての撮影データびパソコンにイ呆巧されたことを確認したら、メモ U —カード 
を初期化してください。正常な状態に戻る場合びあります。 
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カメラダイレクトプリント 


ダイレクトフ U ント標準規格の「〈が> PictBridge (ピクトブ 
リッジ)」巧応プ U ンターと、キヤノン独自規格の r 〈因> CP ダイ 

レクト」、 「〈巧> Bubble Jet Direct (バブルジェットダイレク 
卜)」巧応プ U ンターで印刷する方法について説明しています。 




















プリントの準備をする 

ダイレクトプリントの操作は、カメラの液晶モニターに表示される操作画面 
を見なが!5、ずべてカメラ測で行いまず。 

また、操作画面での操作方法は、メニュー機能の項目や内容を選択/設定ず 
るときと同じです。詳しくは、『メニュー機能の操作と設定』 （3 日）を参照 
して < ださし、。 


1カメラの電源スイッチを 〈 OFF 〉 に 
する 

2プリンターの準備をする 

• 詳しくは使用するプ U ンターの使用説 
明書を参照してください。 

カメラとプ U ンターを接続する 

• 次ページの表（プ1」ンターとケーブルに 
ついて）を参照して、使用するケーブル 
を選んでください。 

• プ U ンター側の接続方法については、プ 
U ンターの使用説明書を参照してくだ 
さし、。 



W ♦ ras 团あ式の画徹は、ダイレクトフ1」ントでさません。 

参ダイレクトフリント中はケーブルを取りがさないでください。 
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プリンターとケーブルについて 


接続するフ u ンター 

使用するケープル 

r ( 

円 ctBrid 邑 e だけに対応 

カメラに付属のケーブル 

両方のプラグにく々〉マークび付いていま 
す 

r ( 

図 

円 ctBrid 呂 e と 

CP ダイレクトに対応 

r ( 

巧 

円 ctBrid 呂 e と 

Bubble Jet Direct に巧な 

図 

CP ダイレクトだけに対応 

プリンターに付属のケーブル 

片方のプラグだけにくみ> マークび付いて 

います 

巧 

Bubble Jet Direct だけに対応 


4プリンターの電源を入れる 


5カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にず 


-► プ U ンターの機種によっては、電子音が 
「ピピッ」と鳴ることがあります。 



因 CP ダイレクト_ 

^[各 


画像を再生する 

，画像び表示され、画面左上にプ U ンター 
と接続されていることを示すマーク 
くが、因、巧〉び表示されます。 

• 表示されるマークによって、操作ち法が 
異なります。表示されるマークに応じた 
ページを参照してください。 



巧 Bubble Jet Direct 



マーク 

ダイレクトプ I 」ントの種類 

参照ページ 

r ( 

円 ctBridge 

123-126 

因 

CP ダイレクト 

127-129 

巧 

Bubble Jet Direct 

130-132 
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w ♦ カメラの電源にバッテリーを使用ずるときは、フル充電してから使用してく 
ださい。なお、プ1」ントする隙はバッテ1」一の残量にミち意してください。 

♦ 手順已で電子音び「ピーピーピー」と長く鳴ったときは、 Piet 日 rid 旨 e 対応プ 
リンターに問題び発生しています。どのよラな問題び発をしているかは、次 
の操作で確認できます。 

〈因> ボタンを巧して画像を再生し、次の操作を行ってください。 

し ( SELECT ) ボタンを巧す 
2.プ U ント設定画面で[プリント]を選ぶ 
液晶モニターにエラーメッセージが表示されます 。 r エラーメッセージについ 
て J (126)を参照して問題を解巧してください。 

♦ ケーブルを取り外すときは、カメラとプリンターの電源を切ってか日、必ず 
フラグの側面を持って引いてください。 

♦ カメラとフ U ンターの接続には、専用のインターフェースケーブル政外は使 
用しないで < ださい。 

SI ダイレクトプ U ントを行ラときは、カメラの電源に DC カプラーキットの使用 
をおすすめします。 


Windows XP 、 または Mac OS X (10.1 似降）をお使いの方へ 

カメラとバソコンを、カメラに付属の US 曰ケーブルで接続すると、このカメラ 
び対応している PTP (Picture Transfer Protocol ) 機能で、カメラ内の;><モ 
U - 力ードに保をされた JPEG 画撒をパソコンへ取り込むことびできます。 
詳しくは、別紙の 「 PTP 機能で JPE 白画徹を取り込む」と、 「 PTP 機能に関する 
ご注意」を参照してください。 
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が PictBridge でプリント 

使用ずるプ U ンターによって設定でをる内容が異なりまず。また、設定その 

ものびできない場含びあります。詳しくは、使用するプ U ンターの使用説明 
書を参照してくださし、。 



プリンター接続表示 


プリントする画像を選ぶ 

参液晶モニターの左上にくが> び表示さ 
れていることを確認します。 

〈 SELECT 〉 ボタンを巧ず 

-► プ U ント設定画面になります。 



曰付を入れてプ U ントするかどラかを設定 
します 

プ U ント効果を設定します 

何枚プ U ントするかを設定します 

プ U ント範囲を設定します 

话祇のサイズ、タイプとレイアウトを設定 

します 

手順1の画面に戻りまず 
プ U ントを開始します 


設定されている用紙のサイズ、タイプとレイアウトび表示されます 



* 使用ずるプリンターの機種によっては、日巧やトリミングなど、一部の設定項目が 
選択でをないことがありまず。 


~。マス阿印 

岛百。/; 

1トリミパで 
の L 巧 ベ-けこ腺— 

I フオト 

を巧なし_ r ~ プリント~ 


[ぺ—パ—設定]を選ぶ 

吟ペーパー設定画面になります。 
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• プ I 」ンターにセツトされているペー 
パー（用紙）のサイズを選びます。 


ij ぺーパータイプの設定 


巧 》 ぺ-パ-タイブ 

SM 

• 

フォ^' 


A 1 フォト 

Bf お- 


M れリ ； x ^ 


プ I 」ンターにセツトされているペー 
パー（用紙）のタイプを選びます。 


ぺーパー(用紙）タイプについて 

キヤノン製プ U ンターで、キヤノン純正用紙を使ラとさは、次のように設定 
して < ださい。 


フォト 

スーパーフォトペーパー 

高級フォト 

プ n フォトペーバー 

標準設定 

スーパーフォトペーパー 


他社製のプ U ンターをお使いのとさは、プ1」ンターの使用説明書を参照して 
ください。 


iJ レイアウトの設定 


P レイ7外 

フチが 
フチなし 


• 蒂望する印刷レイアウトを選びます。 
吟プ1」ント設定画面に戻ります。 







レイアウトについて 


フチあ0 

用紙のまわりにを白をつけてプ U ントします。 

フチなし 

余白なしで用紙いっぱいにプリントします。 

「フチなし」印刷でさないプ U ンターでは、「フチあり」でプ U ント 
されます。 

8面配置 

用紙1枚に同じ画徹を小さく 8画面プ U ントします。 

標華設定 

キヤノン製フ U ンターでは、「フチなし」でフ U ントされます。 


^その他の項目を設定する 

参必要に応じてく©〉日付プリント、〈巨!> 
プ1」ント効果、〈な> プ U ント枚数を設 
定します。 


© 旧付プリント] 因ロリント効果] 印ロリント巧规 



• 巳 J プ U ンターの機種によっては、〈因〉 

プ1」ント効果で、 [ VIVID ] (緑や青空を I 
鮮やかに印刷)、 [ NR ] (ノイズ U ダクショ 
ン)、 [ VIVID + NR ] が選択できます。 

参卜 US ングについては、133ページを 
参照してください。 





「阿ミ/クー 

巧 L 打 

1べ-バ-が— 

•:フォト 

「韦れ柿 

田フチなし 

雨卜 


プ IJ ントする 

参ロ リント] を選びます。 

吟プ U ントが開始されます。 

参プ U ントが終了すると、手順1の状態に 
戻ります。 

• プ U ントを中止するとをは、神山が表 
おされている間に ( SELECT ) ボタンを 
巧して、 [0 K ] を選びます。 
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SI • プリントする画徹のサイズや記録画質によっては、[プリント]を選んでから実 
際にプ U ントび始まるまで、しば5く時間びかかります。 

♦ フ U ント効果などの選巧肢にある[標準設定]は、プ U ンター;><一力一び独自 
に設をするプ U ント内曾のことです。腊準設定]の内容については、フリン 
ターの使用説明書を参照してください。 


プリンターエラー発生時の操作について 

プ U ンターに関するエラー（インク切れ、用祇切れなど）を解ましたあと、臨 
巧]を遇んでをフ1」ントび再開されないときは、プ U ンター側を操作してプリン 
卜を再開してください。プ U ントの再開ちまについては、プリンターの使用説明 
書を参照してください。 

エラーメッセージについて 

プリント中に問題び発生したときは、カメラの液晶モニターにエラーメッ 
セージび表示されます。 <SELE〔T> ボタンを巧してプ U ントを中止し、問題を 
解ましてから再度プ U ントして<ださい。フ U ンターの問題解ミ夫ちまについ 
ては、プ1」ンターの使用説明書を参照してください。 

ぺーパー王ラー 

フ I 」ンターのペーパー (用紙）び正しくセットされているかどラか確認し 
てください。 

インク エラー 

プ I 」ンターのインク残量や、廃インクタンクの状態を確認してください。 

i \- ドウェアエラー 

ペーパー（巧紙）、インクし:^がの問題びフ U ンターに発生していないか確認 
してくださし1。 

ファイルエラー 

Pic 旧 rid 呂 e でプリントできない画徹をフ U ントしようとしました。別の力 
；>^ラで撮影した画徹ゃ、パソコンに取り込んで加工した画像は、フリント 
でさないことびあります。 
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[ICP ダイレクトでプリント-- 



プリントする画像を選ぶ 

• 液晶モニターの左上に〈因 > が表示され 
ていることを確認します。 

〈 SELECT 〉 ボタンを押す 

-► プ1」ント設定画面になります。 


プリント設定画面 

プリント範囲枠：画面びカツトされるとさに表示されます 


何枚プ U ントするかを設定します 
プ U ント範囲を設定します 
プ U ントスタイル（様式）を設定しまず 
手順1の画面に戻ります 
く MENU ) ボタンでも戻ります 
プリントを開始します 
設定されているプ U ントスタイルび表示されます。く©>は曰付のマークです 




3 [スタイル]を選ぶ 

スタイル設定画面になります。 












4 項目を設定する 

• 晒面設定][フチ]旧巧] の設定状態を確 
認し、必要に応じて設定します。 


晒面設定] [フチ] 旧が] 



• [画面設定] は、カードサイズのペーパー 
(用紙）使用時に選択でさるようになり 
ます。が 割画面] を選ぶと、用紙1枚に 
同じ画像をかさく 8画面プ U ントしま 
す。 

• [フチ]旧巧] は、設定状態を確認し、必 
要に応じて設定します。 

• 設定び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
してプ U ント設定画面に戻ります。 



プリント枚数、トリミングの設定を 
ずる 

• 必要に応じて設定します。 

• 卜 US ングについては、133ページを 
参照してください。 
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f ' TD ミが 


eyi I スタイル 

曲 iw I 丰ヤンをル 

T 巧なし プリント 


6 


プ IJ ントする 

• ロ リント] を選びます。 

吟プ IJ ントが開始されます。 

参プ U ントび終了すると、手順1の状態に 
戻ります。 

参プ1」ントを中止するときは、 忡山 が表 
示されている間に 〈 SELECT > ボタンを 


巧して、に K ] を選びます。 



W ♦ 日付の背景びおるいときや、背景びフチのときは、曰付び薄く印刷されるこ 
とびあります。 

♦ が割画面を選ぶと、[フチ]旧が]の設定はできません。ロチなし]、旧怖 
は[切]でプリントされます。また、画徹の上下左ちびカットされてフリント 
されます。 

0 ♦ 旧怖を[入]にすると、画撒に記録されている日付情報を入れてプリント 
します。曰付は用紙のち下に印刷されます。 

♦ プ U ント中に[中山を選んだ場合、プ U ント枚数び1枚のときはフリントを 
中止できません。2枚政上のときは次のプ U ントから中止されます。 

♦ フ U ント中に問題び発生したときは、カメラの液晶モニターにエラーメッ 
セージび表示されます。[中山または（問題を解ましたあとで）巧開]を選 
びます。[再開]が表示されないときは、ゆ止]を選びます。 
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巧 Bubble Jet Direct でプリント — 



プリントする画像を選ぶ 

• 液晶モニターの左上に〈巧>げ表示され 
ていることを確認します。 

〈 SELECT 〉 ボタンを押ず 

吟プ U ント設定画面になります。 


プリント設定画面 

プリント範囲枠：画面びカツトされるとさに表示されます 



何枚プ U ントするかを設定します 


プリント範囲を設定します 


プ U ントスタイル（様式）を設定します 
手順1の画面に戻ります 
く MENU 〉 ボタンでち戻ります 
プ U ントを開始しまず 
設定されているプ U ントスタイルび表示されます。〈©〉は曰付のマークです 



[スタイル]を選ぶ 

スタイル設定画面になります。 
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4 項目を設定する 


[ベーパー] 


[フチ] 


旧が! 



• [ぺーパー]は、プ U ンターにセットされ 
ているペーパー（用紙）のサイズを選び 
ます。 

参 ロ チ] 旧讯は、設定状態を確認し、必 
要に応じて設定します。 

参 設定び終わったら、 { MENU ) ボタンを 
巧してプ U ント設定画面に戻ります。 


画 

[を <0い R 

0讲 
□ L 巧 
m フチなし 

I トリミンク 

I スタイル— 
口-わをル- 
[ 巧ント 

圓 

n 01 ft 

f 川ミンク 

0讲 

1 スタ化 

□ L 巧 

1 ~丰わセル 

装 巧なし 

プリント 


5プリント枚数、トリミングの設定を 
する 

参必要に応じて設定します。 

参卜 US ングについては、133ページを 
参照してください。 

も プリントする 

参ロ リント] を選びます。 

吟プリントが開始されます。 

参プリントが終了すると、手順1の状態に 
戻ります。 

参プリントを中止するとをは、 [中 山が表 
おされている間に 〈 SELECT 〉 ボタンを 


巧して、 [0 K ] を選びます。 
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w [フチあり]にすると、プ IJ ンターの機種によっては、曰付がフチにかかることび 

あります。 

胃 ♦ 旧付]を[ XI にすると、画撒に記録されている日付情報を入れてプリント 
します。曰付は用紙のち下に印刷されます。 

♦ プリント中に[中止]を選ぶと、プ U ントび中止され、プリント中のペーバー 
(用祇）び排紙されます。 

♦ フ U ント中に問題び発生したときは、カメラの液晶モニターにエラーメッ 
セージび表示されます。印止]または院巧]を選びます。[続な]を選んでち 
フリントび再開されないときは、 PS 題を解決すると自動的にプリントを再開 
します。 

♦ 操作パネルびある巨 J プ1」ンターを使用しているときは、エラー発生時にエ 
ラーま号び表示されます。エラー番号に対応した巧処方まについては、 BJ プ 
リンターの使用説明書を参照してください。 


132 



トリミング（プリント節囲）の設定~ 

画面を部分的に拡大したプ1」ントや、構図を変えたよラな感じでプ1」ントす 
ることびでさます。 

卜 U ミングの設定は、プリントずる直前に行ってくださし卜 U ミングを設 

定したあとでプ U ント設定の内容を変更すると、卜 US ングの再設定び必要 
になることびあ0ます。 



[トリミング]を選ぶ 

吟卜 U ミング画面になります。 


卜 US ングする 

• 卜 US ング枠の内側がプ U ントされる 
範囲です。 

• 操作案内表示は、卜 US ング操作中消え 
ます。操作をやめて約已秒経過すると巧 
お术します。 


巧の大きさを変える/枠を移動ずる 

• 画徹の拡大/縮かと同じ操作方法で、卜 
US ング枠の大ささの変更と、枠の移動 
を行います。 

詳しくは、『拡大ズーム表示』 （107) を 
参照してください。 

巧を回乾する 

参く-ボタンを押すたびに卜 U ミング 
枠び縦長、横長に変わります。 
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プ I 叩細 

涵 

网 V ) 

网 OFF 

01 校 


卜賊广 

巧け！ 

1ぺ -/ 卜が 

1 がが 

。-?死ルー 

をフチあり 

r ブリント 


設定を終了する 

•〈 SELECT 〉 ボタンを押します。 

プ U ント設定画面に戻ります。 

今画面左上でプ U ント範囲を確認するこ 
とがでをます。 


W ♦ プ U ンターの機種によっては、卜 U ミング枠のとおりにプ1」ントされないこ 
とびおります。 

♦ 卜 IJ ミング枠をかさくするほどプ1」ントの画質び粗くなります。プリントの 
画質び粗くなるとさに、トリミング枠びホく表示されます。 

♦ トリミングは、カメラの液晶モニターを見なび5巧ってください。画撒をテ 
レビに表示しなびら卜 U ミングすると、卜 U ミング枠び正しく表示されない 
ことびあります。 

0 ♦ 卜 U ミングの設定は、プ U ント終了時、または[キャンセル]で自動解除され 
ます。 

参卜 U ミング枠の形状は、巧紙サイス/画面設定、フチの設定で変わります。 
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撮影画像のプリント指定/ 

DPOF 


メモリーカードに記録されている画像の中から、プリントしたい 
画像や枚数などを、あらかじめカメラで指定することができます。 
この機能をプリント指定機能 （ DPOF ) といいます。 DPOF 対応 
のプリンターなどでプリントずるとさや、写真店にプリントをま 
文するとさに便利な機能です。 


DPOF (ディーポフ）について 

DPOF (Digital Print 日 「der Format ) は、デジタルカ六ラで撮 
影した画像の中から、プ U ントしたい画像や枚数などのプリント 
指定情報を、^モ U — カードに記録するための規格です 。 DPOF 
対応のデジタルカメラでプ I 」ント指定すると、次のよラなことび 
でをます。 

• DP 曰 F 対応のプ IJ ンターにメモ U —カードを入れるだけで、 
指定したとおりにプ U ントでさます。 

• ダイレクトプ U ント対応のプ U ンターか b 直拡指定したとお 
〇にプ U ントでさます。 

参写真店にプ1」ントを注文する際、ミ主文用紙にプ U ントしたい画 
像の指定や枚数などの記入が不要になります。 



撮影画像をプリント指定する 


プ y ント内容の設定 


プ U ントタイプや曰付、ファイル番号の入/切といったプ U ント内容の設定 
を行います。この設定は、プ U ント指定したすべての画像に巧して、一律に 
適用されます （1 画像ごとに別々の設定はでさません）。メニュー機能の操 
作と同じ要領で設定します。 


プ U ントタイプ 


スタンダード 

用紙1枚に1画像をプ U ントします。 

盧 

インデックス 

用紙1枚に綱ル画徹を複数プ U ントします。 

感 

両方 

スタンダードとインデックスの両方をプリン 
卜します。 

曰付 

入 

[入]にすると、撮影画像に記録されている日付情報を入 
れてプ U ントします。 

切 

ファイル番号 

入 

[入]にすると、ファイル番号を付けてプ U ントします。 

切 



M フ□テクト 

トピ巧二そ國え 
ブリント餘 
ハイライトおお- 
がつ1/-ムを示 
ヒストクラムも卡 


わブリント;ぶ 

U スタンタ-ド 


Bfl 

V ) 

ファイル S 弓 

VI 


。淵 


2 

3 


[プ U ント指定]を還ぶ 

吟プ U ント指定画面になります。 


歐定]を選ぶ 

吟プ U ント設定画面になります。 


項目を設定する 

• ロ リントタイス旧讯[ファイル番号] の 

内容を設定します。 
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[プリントタイプ] [日付] [ファイル番号] 


わフリント巧 

わ フリン K て¬ 

ft フリント咕 

フリントタイプ—1スタンタ- 
イ クス 

が 

ぉ 

m T 


W ,— 


フアイ*お W 



M が的 

M 化け：!） 

ME か巧 


4設定を終了する 

•〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

今プ U ント指定画面に戻ります。 


• 次にプ U ント指定画面の晒像指定][を 
画像]で、プ U ントする画像を指定しま 
す。 


U 形式の画徹はプ U ント指定できません。 

♦ 旧が][ファイル番号]を[入]にしても、プ U ントタイプの設定や、プ U ンター 
の機種によっては、 フ U ントされないことがあります。（下表参照） 


プ1」ントタイプ 

曰付 

ファイル番号 

スタンダード 

〇 

X 

インデックス* 

〇 

〇 

両方 

スタンダード 

〇 

X 

インデックス 

X 

〇 


* 目 ubble Jet Direct では、日付、ファイルま号はプ U ントされません。 

♦ [インデックス]では、旧村]と[ファイル番号]を同時に [ A ] にできません。 

♦ フ U ントするときは、プ U ント指定を行ったメモ U —カードを使用してくだ 
さい。画撒データだけを;><モリーカードから振き出してプ U ントすると、指 
定した内容でプ I 」ントでさません。 

♦ DPOF 対応フ1」ンターの機種や、写真店の機器によっては、指定内容び反映 
されないことがあ0ます。フ U ンターの場合は、フ1」ンターの使用説明書を 
参照してください。写真店の場合は、事前にお店に確認してくださし、。 

♦ ほかのカメラで撮影した画撒を、このカメラに入れてプ U ント指定しないで 
ください。プ1」ント指定されている内容び、意図せずにすベて書き換え5れ 
ることびあります。また、画慷のファイルあ式によっては、フ U ント指定で 
さないことびあ0ます。 
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画像指定]を選ぶ 

今画像指定画面になります。 



[スタンダ-ド]、曲ち] の場合 


プリント指定する画像を選ぶ 

• 画像の拡大/縮ルと同じ操作方法で、縮 
ル操作をすると、3画像表示になります。 
拡大操作をすると、元の表示に戻りま 
す。 

3画傲表示 



プリントを指定する 

• [プリントタイプ] (136) の設定状態に 
よって、指定の内容び変わります。 

画像ごとにスタンダードタイプのプ U ント 
枚数を設定でさます。 


[インデックス] の場合 




インデックスプ U ントに加える （ く vO 表 
示）/加えない（く>/>なし）を設定します。 

• ほかに指定したい画徹びあるときは、手 
順2、3を繰り返します。 

• 合計998画像まで指定できます。 
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4 設定を終了する 

•〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

吟プ U ント指定画面に戻ります。 

参もう一度く MENU 〉 ボタンを押すと、指 
定した内容びメモ U — 力ードに保をさ 
れ、メニュー画面に戻ります。 


を画像指定 

メモ U —力ードに記録されている全画像のプ U ント指定と解除がでをます。 
スタンダードタイプのプ U ント枚数は、すべて1画徹1枚に固定されます。 
「1画像ずつ指定」の操作をしたあとで r 全画像指定」の操作を行ラと、全 
画像指定の設定に変わりますので、注意してください。 

1[全画像]を選ぶ 

-► 全画像指定画面になります。 


2内容を選ぶ 

• 防ード内全画像を指定][フオルダ巧を画像を指 

定] から選びます。 

• [力ード内全画像を解除] を選ぶと、：><モ1)一 
カード内のプ U ント指定びすべて解除 
されます。 

• ロオルダ内を画像を解附 を選ぶと、フオ 
ルダ内のプ U ント指定がすべて解除さ 
れます。 


6ブリント！:ぶ 
□ スタンタ-ド w 

日内 の 

ファイル»号 W 

tit 





139 






3 設定を終了する 

• プ U ント指定画面でく MENU 〉 ボタンを 
巧します。 

今指定した内容び:><モリーカードに保を 
され、メニュー画面に戻ります。 


W ♦ 全画徹指定にしてを、 rasa あ式の画撒はプ U ント指定されません。 

♦ 円 ct 刖 d 旨 e でプ U ントするときは、一度にプリント指定する画撒の数を、1日日 
画徹政下にしてください。それ拟上指定すると、すべての画像をプリントで 
をないことびあります。 
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プリント指定画像のダイレクトプリント ■ 

DPOF でプ U ント指定した画像を、ダイレクトプ U ント対応のプ U ンターで 
簡単にプ U ントすることがでさます。 

1プ IJ ントの準備をする 

参 I 2日，] 21 ページを参照してください。 
『プ U ントの準備をする』の手順已まで巧 
います。 

2 [プリント指定]を選ぶ 

今プ U ント指定画面になります。 


3 [プリント]を選ぶ 

参ロ リント] は、力六ラとプ U ンターを接 
続して、プ U ントできる状態になってい 
ないと表示されません。 

-► プ U ント設定画面になります。 

4プリント内容を設定する 



トトこ巧こな々が i 
ブリントお 
ハイライト 
A 口いムまミ 
ヒストクラ么お 



が PictBrid 旨 e 因 CP ダイレクト 田 Bubble Jet Direct 
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グ円 ctBrid 旨 e 

• [ベーパー設定] と〈因〉プリント効果を 
設定します。 (123) 

図 CP ダイレクト / 巧 Bubble Jet Direct 

• [スタイル] を設定します。 （127/130) 

5プリントする 

• [0 K ] を選びます。 

吟プ U ントが開始されます。 

• プ U ントを中止するときは、 [中止] が表 
示されている間に 〈 SELECO ボタンを 
巧して、 [0 K ] を選びます。 


W 参 PictBrid 邑 e、Bubble Jet Direct でフリントするときは、必ずぺーパー（用 
紙）サイスの設定を行ってください。 

♦ 円 ct 目 rid 旨白では、ファイルま号のプ U ントはできません。 

♦ ロチあり]にすると、フ U ンターの機種によっては、日付びフチにかかること 
びあります。 

♦ 日付の背景びおるいときや、背景びフチのとをは、プ U ンターの機種によっ 
ては、曰付び薄<印刷されることびあります。 

O ♦ CP ダイレクトで[プリントタイスび[インデックス]のとき、用紙！枚にプ U 
ントされる画像数はじ TF のとおりです。 

-クレジットカードサイズ：吕日画傲 
■ L サイズ ：42画傲 

■ポストカードサイズ ：白3画徹 

Bubble Jet Direct でプ U ントしたときの画像数については、目 J プ U ンター 
の使用説明書を参照して く ださい。 

♦ フ U ントを中止したあとに、残りの画像をプ U ントするときは、[再亂を選 
びます。ただし次のとさは、プ U ントの再開はできません。 

-再開する前にフ U ント指定を蜜更した場合 
-再開する前にプ U ント指定した画撒を削除した場合 
-プリントを中断したとさに、メモ U —カードの空き容量びかなかった場台 
♦ フ U ント中に問題び発生したときは、 PictBrid 旨 e :12 目ぺ一义 CP ダイレク 
卜：129ぺージ、 Bubble Jet Direct :132ぺージを参照してください。 
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8 

カメラを 
カスタ7イズする 


このカメラの機能は、さまざまな撮影スタイルに応じて細かく変 
要することがでさます。 





MENU 


カスタム機能の設定方ミ去 



[カスタム機能に. Fn ) 設定]を選ぶ 

• 〈冉 > タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©>を 
回して [カスタム機能に Fn ) 設定] を選び、 
ボタンから指を離します。 

カスタム機能を設定する 


•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を 
回して蒂望するカスタム機能項目を選 
び、ボタンから指を離します。 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびら〈©>を 
回して設定変更内容を選び、ボタンから 
指を離します。 



〇レ 02- 04.的. 06-的-明- 
的- 10-11-12- 13•り •15- 
化 • 17•ルル如- 2レ 00- 
/トソナルが （ P . Fn ) l 8 ち 
カスタム悦-が R 
パ-、ノナルが-麵 


終了する 

•〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

-► カスタム/パーソナル機能六ニューに 
戻ります。 

-► カスタム機能の設定•変更内容が番号で 
一覧表示されます。 


カスタム煤能の一括解除 

上記の手順1で [カスタム機能一括解除] を選ぶと、一括解除の確認画面び表示 
されます。 

• ( SELECT ) ボタンを巧しなびら〈©>を回して [ OK ] を選び、ボタンか 
ら指を離すとカスタム機能が一括解除されます。 
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MENU 


カスタム機能でを更でをる内容 ~ 


C . Fn - Cl 3 は欠番となっています。 


C . Fn -01 露光中のフアインダー内表示 


1:露出情報や撮影巧能な枚数を確認しなび5連続撮影したいとさなどに 
有効です。 


ド未装填時のレリーズ 


1:メモ U —カード未装廣時にレ U —ズ動作を行いませんので、メモリー 
カードび入っていないまま撮影動作に入ることを防止でさます。 
シャッターボタンを巧すと、上面表示パネルとファインダー内に 
「 Car 山が点滅して、 C . Fn - C )2 -l び設定中であることを知らせます。 


C . Fn -04 シャツターボタン/ AEC ツクボタン 


1:ピント合わせと露出決定を別々に行いたいときに有効です。く并〉ボタ 
ンで AF 作動、シャッターボタン半巧しで AE □ック〔露出ミ央定）する 
ことがでさます。 

2 : AI ヴーボ AF 中にカメラとま被写体の間を障害物が横切るとさ、障書物 

にピントび含わないよラく乂〉ボタンで AF 作動を一時停止させること 
びでさます。露出は撮影の瞬間に決まります。 

3 :移動/停止を繰り返す動物撮影などに有効です。 AI ヴーボ AF を設定し 

ておくと、く*〉ボタンで AI ヴーボ AF の作動/停止を繰り返すことび 
できます。露出は撮影の瞬間に決まります。ピントと露出を寓に最適 
状態にしてシャッターチャンスを待つことびできます。 


园 C . Fn -04 と C.Fn-1 目-日，し2 (1 巳 1) は、共に AF 作動/停止と AE □ ッ 
クの機能を持っていますび、この吕つを併用して二重操作を行った場合、 
あとわ、5行ラ操作で有効となるのは、 AF スタート後の冉 F ストップ操作だ 
けです。他の二重操作では、あとから巧った操作は有効とはなりません。 
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アル露出時の Tv 、 Av 値設定 


1:大型スト□ボ使用のスタジオ撮影など、絞り数値の変更を頻繁に行ラ 
場合に有効です。また、マニュアル露出で AE 巳を行ラと、シャッター 
速度固定で、絞り数値を AE 巨に連動して変化させることびできます。 
シャッター速度はく 因 > ボタン （ C . Fn - 1 1-1 ぶ併用時は〈画〉ボタ 
ン）を押しなびらく巡^>でも設定できます。 

2:シャッター速度/絞り数値の設定は C . Fn - □日-0と同じですが、レンズ 
を外した状態で絞り数値の設定を巧ラことびでをます。超望遠レンズ 
をセットして複数台の E 日 S -1 D Mark II を交換して撮影するときなど 
に有効です。 

3 :シャッター速度/絞り数値の設定は C . Fn - □日-1と同じですが、レンズ 
をがした状態で絞り数値の設定を行ラことびでさます。 


C . Fn -06 露出設定ステッ 


1:シャッター速度と絞り数値の設定ステップを、1段ステップにするこ 
とがでさます。 

2:シャッター速度と絞り数値、および露出補正設定ステップを1/2段ス 
テツプにすることびでさます。 


园 


参フアインダー内と表示ノてネルの露出補正表示は図のよラになります。 



TV 巧口 〔 5 口〕 

ス 5 〔 ONE shot ) 


か 


C . Fn -0 日-2を設定すると、に日感度を変えての AE 目撮影びできなくなり 
ます。 
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C . Fn -07 USM レンズの電子式手動フオーカス 


1:ワンショット AF 含焦後の電子式手動フォーカスを禁止します。 C . Fn - 
07 -K C . Fn - C )7-3 とも、手動ピント含わせはレンズの フォー カス モー 
ドスイッチを く MF > にして行います。 

2 : AF モードでの電子式手動フ ォー カスをすべて禁止します。 

該当するレンズ 

EF 50/1.0 L USM 、 EF 8 已 /1.2 L USM 、 EF 200/1.8 L USM 、 
EF 30 日/ 2.8 L USM 、 EF 400 /2.8 L USM 、 EF 4 日 0/2.8 L II USM 、 
EF 已〇日/4.已 L USM 、 EF 600/4 L USM 、 EF 12 日0/已.巨 L USM 、 
EF 28-80/2.8-4 L USM 

迎 C . Fn - 日4と C . Fn -07 を併用したときの電子式手動フオーカスは政下のよ 
ラになります。 


カスタム機能 No . 

C . Fn -04 


選択ま号 

0, 2 

1.3 

C . Fn -07 

0 

X/0 

0/0 

1 

X/X 

0/X 

2 

X/X 

X/X 


* 合焦時/非合焦時〇:可能 X :禁止 


C . Fn -08 上面表示/ ネル/背面表示ノ くネル 


1:侶日感度を寓時表おさせたいときや、上面表示パネルの撮影可能枚数 
では表示する巧が不足するとさに設定します。 

2 :撮影可能枚数よりも ISO 感度を萬時表示させたいときに設定します。 
撮影可能枚数が少なくなったとさの目安は、ファインダー内•ちの「連 
続撮影時の最大撮影可能枚数」の数値びかなくなっていくことを利用 
します。 

3:選択中のフォルダに入っている保を枚数を表示させたいとさや、上面 
表示パネルの撮影可能枚数では表示する巧び不足するときに設定しま 
す。なお、 RAW +」 PEG での保巧枚数は、 ] 回撮影で]枚カウントさ 
れます。 

迎ファインダー内の IS 日感度設定値を連動して切り換わります。 
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C . Fn -09 ブラケティング順序/自動解除のちお 


AF フレームび点灯しません。点なびわずらわしい場合に設定します。 
C . Fn -1 日-□の淡い点巧をさせたくないとさに設定します。 

C . Fn -1 日-□では AF フレームび見えにくいというときに設定します。 


C . Fn -10 合焦時の AF フレーム点な 


C . Fn -1 1 AF フレームの 選択ち法 


1:ボタンと〈因〉ボタンび入れ代わります。 

2 : ♦測光タイマー中に〈©〉単独操作で左ち方向 （ C . Fn -13-3 設定時 

は列周 AF フレーム）の選択びできます。シャッターボタン半押し 
中、 AI サーボ AF 連続撮影中にを可能です。上下左ち方向とち両端 
に突を当たると止まりとなります。 

♦ AF 作動中にく回> ボタンを押すと、瞬時に AF フレーム自動選択へ 
切り換えることができます。 

♦巳. Fn -]1-1 と同じ操作でも AF フレーム（自動選択含む）を選択す 
ることがでさます。 

♦ C . Fn -11-2 と C . Fn -18- l , 2 (1 已 1) を併用したときの上下方向の 
選択は、く囚> ボタンを巧して〈態〉操作で行ってください。 

3 : m > ボタンと 〈 FEL 〉 ボタンび入れ代わります。 


この機能を設定すると、 Tv 値、 Av 値、または ISO 感度を自動的に変化させ 
る AEB 撮影順と、ホワイトバランスブラケティングの保存順序び変わりま 
す。 

「自動解除する」を選択すると、レンズ交換、く©>スイッチく OFF > で 
ブラケティングを解除します。 

1:最初の1枚を標準露出（または基準ホワイトバランス）にしたブラケ 
ティング撮影を何回ち繰り返すとさに有効です。 

2:マイナス補正から順にブラケティング撮影することびできます。 

3:マイナス補正か5のブラケティング撮影を何回も繰り返すとさに有効 
です。 
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C . Fn -12 ミラーアップ撮影 


1:接写や望遠撮影で、 S ラー作動によるカメラブレを防止するのに有効 
です。ミラーアップ撮影の方法については、目已ページをご覧ください。 


C.Fn-13 AF フレーム数/スポット測光 


1: AF フレームを11点に限定した、 AF フレーム連動スポット測光びでき 
ます。 (79) 

2 : AF フレームを1 ] 点に限を、スポット測光は中央部スポット測光にな 

ります。 (79) 

3 : AF フレームを目点に限定した、 AF フレーム連動スポット測光びできま 

す。 (79) 

W ♦ スポット測光モードを選択しないと AF フレーム連動スポット測光にな 
りません。 

♦ C.Fn-13-l, 2の設定または解除を巧うと、登録した AF フレーム （68) 
び中央冉 F フレームとなります。 

0 ♦ スポット測光政外の測光モードち選巧できます。 

♦ C.Fn-13 -し 2. 3の AF フレーム自動選択は、4巳の測距点で巧われます。 

♦ C.Fn-1 3-1, 3を設定してスト□ポの FED ック撮影を行うと、任意選択 
した AF フレームで FEn ックすることびでさます。 


C.Fn-14 E-TTL II 調巧方式 


0:暗い場所から日中シンク□までのスト□ボ撮影を、全自動で行うこと 
びでをます。 

1:エ U ア AF フレームの領域を平均調光します。自動補正は行ないません 
ので、状況に応じて調光補正するぶ、要があります。 FE □ック時ち状況 
に応じて調光補正する必要があります。 


C.Fn-1 已 スト□ボのシンク□タイ S ング 


1:低速シャッター速度設定時に光源の軌跡を写し込むときに有効です。 
シャッターび閉じる直前にスト□ボが発光しまず。シンク□タイミン 
グ切り換え機能びない EX シリーズスト□ボで後幕シンク□びできる 
よラになります。切り換え機能内蔵の EX シ U —ズスト□ボでは、スト 
□ボ側の設定び優先します。 
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C . Fn -16 セイフティシフトの設定 


シャッター優先 AE と絞り優先 AE にセイフティシフトを設定することがで 
さます。 

1:被写体の明るさが急に変化して、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE の設 
定値び不適切になっても、設定値を自動変更して適正露出にします。 


C.Fn-17 AF フレームの領域す広大 


1:任意選択した AF フレームの 範囲を上下左ち1 つずつ 広げ、7点で被写 
体をとらえます。任意の1点では追従できないよラな不規則に変化す 
る被写体を撮影するとさに有効です。 

2 :使用レンズの焦点距離や、 AF モードに応じて、カメラが自動的に AF 
フレームの範囲を設定、7点あるいは] 3点で被写体をとらえます。被 
写体の動きび予測でさないよラな場合に有効です。 


参 AF フレームの領域拡大は、選択した AF フレームを中むに拡大されるた 
め、 外寄りの冉 F フレームを選択したとさは、図のよラに拡大領域びル 
さくなります。 




■選択した測距点 




□拡大測距ェ U ア 


参 C.Fn-13 併巧時ち領域拡大します。 
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C.Fn-18 登録 AF フレームへの 切り換え 


1:く固〉ボタンを押すと登録した AF フレームに切り換えます。 

2 : く図〉ボタンを押している間だけ、登録した AF フレームに切り換えま 
す。ボタンを離すと元の AF フレームへ戻ります。選択している AF フ 
レームと、登録した AF フレームを交互に切り換えなびら撮影したいと 
さに有効です。 


0 C . Fn -04- l , 3を組み合わせて設定すると、く固> ボタン単独巧しで登録 
AF フレームの切り換えと冉 F スタートを同時に行ラよラにすることびでさ 
ます。 


C.Fn-19 レンズ- AFX トップボタンの機能変更 


1:押している間だけ AF が作動します。押している間は、カメラ側操作に 
よる AF 作動は行いません。 

2 :測光タイマー作動中に押すと AE □ックします。ピント合わせと露出決 

定を別々に巧いたいとさに有効です。 

3 : AF フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ4日点 AF フレーム 

自動選択になります。任意選択か b 自動選択へ瞬時に切り換わるので、 
AI ヴーボ AF 作動中に任意 AF で追従でさなくなったときに有効です。 
AF フレーム自動選択時に押すと、巧している間だけ中央 AF フレーム 
び選択されます。 

4:ワンショット AF 設定時に押すと、巧している間だけ AI ヴーボ AF にな 
り、 AI サーボ AF 設定時に押すと、押している間だけワンショット AF 
になります。移動•停止を繰り返す被写体で、ワンショット AF 、 AI サー 
ボ AF を交互に切り換えたいときに有効です。 

日：レンズの手ブレ補正機能スイッチを日 N にしておくと、押している間だ 
け手ブレ補正機能び作動します。 


0 AF ストップボタンは、大型の手ブレ補正機能付き超望遠レンズにだけ装備 
されています。 
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C . Fn -20 Al SERVO 被写体追従敏感度 


1.2 : AF フレームを横ざる障害物の影響を少なくしたいとさに有効です。 
3, 4 ：ランダムな距離にある複数の被写体を次々撮影するとをに有効で 
す。 


S1 この機能を設定しても、 AI ヴーボ AF の追従速度は変化しません。 



AI SERVO 連続撮影-撮影速度優先 


1:ピントび含っていなくてを、撮影速度を優先して撮影を行います。多 
かのピンボケよりも r 写っていることのほうが重要」といラときに有 
効です。 


一カシングスクリーン 


0:ニューレーヴーマットスク U —ン使用時に設定します。 

1:レーザーマットスク U —ン使用時に設定します。 

E 日 S -1 D Mark II の標準フォーカシングスク U — ンは、 Ec - CIII ですの 
で、購入時の状態は C . Fn - 日0-]に設定されています。 


园フォー カシングスクリーンを交換したときのカスタム機能 （ C . Fn - 日日）に 
つをましては、164ページを参照してください。 
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MENU 


カスタム機能のグループ登録 ~ 


あ6かじめ設定したカスタム機能を、スポーツ撮影用、スナップ撮影用、風 
景撮影用などに分けて3グループまで登録することびでさます。 

C . Fn -00 「フオーカシングスク U — ンの特性に合わだる」は、グループ登 
録できません。 



[パーソナル機能 （ P . Fn ) 設定]を選ぶ 

• 〈冉> タブを選びます。 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈類> を 
回して[パーソナル機能 （ P . Fn ) 設定]を選 
び、ボタンから指を離します。 

liP . FnOO ] を還ぶ 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈〇〉を 
回して P.Fn 00] を選び、ボタンから 
指を離します。 


[登錶1、または[適厢を選ぶ 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈〇〉を 
回して 憧録 ] 、または [適曲 を選び、 
ボタンから指を離します。 

• 未登録の場合には [適用] が選べません。 


4グループ番号を選ぶ 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈〇〉を 
回して登録、または適用するグループ番 

号 [ P . Fn -00- l ] 〜 p . Fn -00-3] を選び、 I 

ボタンから指を離します。 
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a >] ": rr ? p R 

カスタム併の IT w m 

脱のヵスタムを ■ 

P.Fn-OIM にが!しますか？ ■ 

liT I がン它ル ■ 


登録、または適用する 


•〈 SELECT 〉 ボタンを押しなが b く慰> を 
回して [ OK ] を選び、ボタンか5指を離 
します。 

• 登録の場合は、内容の確認画面び表示さ 
れた b ( SELECT ) ボタンを押します。 
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パーソナル機能について — 

パーソナル機能とは、カスタム機能よりもさらにさめこまかな設定変更を可 
能とする機能のことです。 

パーソナル機能は、付属のソフトウェア (EOS Viewer Utility ) で設定し 
ます。 

なお、 P . Fn - OO カスタム機能のグループ登録は、 EOS -1 D Mark II 単体で 
のみ設定することができます。 


P . Fn - No . 

パーソナル機能の項目 

00 

カスタム機能のグループ登録 

01 

撮影モードを限定する 

02 

測光モードを限定する 

03 

マニュアル露出撮語時の測光モードを指定する 

04 

シャッター速度の上限、下限値を設定ずる 

〇已 

絞り数値の上限、下限値を設定する 

0白 

撮影モードと測光モードの登録-切り換え 

07 

連続撮影時、ブラケティング撮影を繰り返し行ラ 

08 

ブラケティング撮影時の撮影枚数 

白白 

C . Fn -0 白-2, 3のブラケティング撮影順をフラス補正 一 標準 ー マイナス巧正 
の順に巧ラ 

10 

プ n グラムシフトのシフト量を保持する 

14 

レンズ駆動によるピント検出（サーチ駆動）をわわない 

1已 

AF 補助光の投光を禁止する 

1白 

ピント固定、シャッターボタン全巧し状態で合焦したら自動撮影する 

17 

AF フレーム自動選択を選べないよラにする 

18 

C . Fn -11-2 設定時に AF フレーム自動選択を巧能にする 

19 

連続撮影の速度を設定する 

20 

連続撮影時の撮影枚数を制限する 

21 

撮影媛、シャッターボタン OFF で静肅動作する 

23 

各種タイマー保持時間を変更する 

2斗 

バルブ撮影中、表示パネルの照明を消さない 

2已 

ク U アボタン （を 十 VVB ) ON 時の初期状態を変更する 

26 

レ1」ーズタイムラグを最速化する 

27 

電子ダイヤルの設定ち向（回転）を反転ずる 

28 

サブ電子ダイヤルによる露出補正を禁止する 

30 

〈原> スイッチを〈趟〉にも有効にずる 

31 

オリジナル画像判定用データを付加 


* P . Fn -1 1,12.13, 22, 2 白の欠番について 

P . Fn - 日日〜31までの番号とその内容を、従来の E 日 S -1 シ U —ズと合わせるため 
に欠番を設けています。 
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MENU 


パーソナル機能の解除と再設定 


付属ソフトウエアで設定-登録した、パーソナル機能の解除と再設定を巧ラ 
ことびできます。なお、設定内容の変更は付属ソフトウエアでのみ行ラこと 
がでさます。 



1 [ K - ソナル機能 （ P . Fn ) 設定]を選ぶ 

• 〈冉> タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを押しながらく〇〉を 
回して[パーソナル機能 （ P . Fn ) 設定]を選 
び、ボタンから指を離します。 


y 解除、または再設定するパーソナル 

機能の番号を選ぶ 

• く SELECT 〉 ボタンを巧しなが b 〈慰〉を 
回して解除するパーソナル機能の番号 
を選び、ボタンから指を離します。 

3解除、または再設定する 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなが b 〈0> を 
回します。解除は [ OFF ]、 再設定は[日 N ] 
です。選んだらボタンから指を離しま 
す。 

吟 [ ON ] [ OFF ] のうち、有効になっている 
方が緑色で表示されます。 


パーソナル機能の一括解除 

上記の手順 I で[パーソナル機能一括解脱を選ぶと、一括解除確認画面び表示 
されます。 

• く SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈類〉を回して肛 K ] を選び、ボタンか 
ら指を離すとパーソナル機能び一括解除されます。 

• 再設定は、上記の手順で巧ラことびでさます。 
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MENU 


カメラ設定の巧巧と読み込み ~ 


撮影モードやメニュー、カスタム機能、パーソナル禮能など、力;><ラに設定 
されている内容を;><モリーカードに保存/読み込むことで、どの EOS -1 D 
Mark II に対してち、保巧した内容に設定することができます。 


カメラ設定の巧を 

1[カメラ設定の保存]を選ぶ 

• 〈け1〉タブを選びます。 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈猫> を 
回して 历メラ設定の保存] を選び、ボタ 
ンか b 指を離します。 

2カメラ設定を保をする 

• ( SELECT ) ボタンを押しなびら〈類〉を 
回して [0 K ] を選び、ボタンか5指を離 
します。 

-► カメラ設定びメモ U — カードに保存さ 
れます。 


V m tTj 

力巧おの腑 
力巧おちがしますか？ 


抓 ’ i キそなたみ 



S • 曰付/時刻、撮穀巧能枚数など、保巧/読み込みすると不都合のある内容は、 
保をされません。 

♦ カメラ設定は、1つのメモリーカードに1つしかな巧でさません。すでに力 
メラ設定び保存されている場合は、上書さ保存されます。 
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カメラ設定の読み込み 

1カメラ設定が保をされたメモリー 
カードをカメラに入れる 


2 [カメラ設定の読み込み]を選ぶ 

• 〈口 1〉タブを選びます。 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©〉を 
回して [カメラ設定の読み込み] を選び、ボ 
タンから指を離します。 



カメラ設定を読み込む 

•〈 SELECT 〉 ボタンを巧しなびら〈©>を 
回して[日 K ] を選び、ボタンか5指を離 
します。 

-► メニュー画面び消え、カメラの電源が一 
瞬切れます。 

吟カメラ設定びカメラに読み込まれ、保存 
したときと同じカメラ設定になります。 
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カメラを快適に使っていただくために、この『資料』を設けまし 
た。撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリー 
の紹介などを行います。 





巧障かな？とお考えになる前に— 

r カメラび故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考にしてカメラ 
をチェックして<ださい。 


電源 


バッテリーが巧電できない 

♦ 専用のバッテリーを使用していますか？ 

専用のニッケル水素パックを使用してください。 (16) 

♦ チャージャーに正しくセットしましたか？ 

吟バッテ U - を正しくセットしてください。 (16) 

〈©〉スイッチを 〈 ONM こしてもカメラが作動しない 
• バッテリーが消耗していませんか？ 

吟バッテ U —を充電してください。 (16) 

• バッテリーを正しく入れましたか？ 

吟バッテ U —を正しく入れてください。 (18) 

• メモリーカードス□ットカバーが開いていませんか？ 

:><モ1」一力ードをしっかりと差し込み、メモ I 」一力ードス□ットカ 
バーをしっか0と閉じて<ださい。 （22) 


〈©〉スイッチを 〈 OFF 〉 にしてもアクセスランプが点打/点滅ずる 

♦ 撮影後、すぐに〈霞〉スイッチをく OFF > にしても、メモリーカード 
への画像記録を行なラため、数砂間はアクセスランプが点灯/点滅し 
ます。 

-► :><モリーカードへの画像記録が終了すれば、アクセスランプは消え、 
自動的に電源び切れます。 

バッテリーの消耗が早い 

♦ バッテリーが十分に充電されていますか？ 

吟十分に充電してください。 (16) 

♦ バッテリーの寿命ではありませんか？ 

新しいバッテリーをお買い巧めください。 (166) 
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電源が勝手に切れる 

♦ オートパワーオフ機能び働いていませんか？ 

もう一度く©>スイッチを 〈 ON 〉 にするか、才ートパワーオフ機能 
を剛にしてください。 (33) 

表示パネルに〈亡コ〉のみが点滅している 

♦バッテリーの容量が極端に少なくなっています。 

吟バッテ U —を充電してください。 (16) 


撮緊 


撮影•記録ができない 

• メモリーカードび正しくセットされていますか？ 

吟 y モ U —カードを正しく入れてください。 （22) 

• メモ IJ ーカードびいっぱいになっていませんか？ 

吟新しいメモ U —カードに入れ換えるか、不要な画像を消ましてくださ 
し、にと1 13) 

• バッテリーが消耗していませんか？ 

吟バッテ U —を充電してください。 (16) 

• ピントは合っていますか？（ファインダー内の合焦マークび点滅して 
いませんか？） 

-► ちラー度シャッターボタンを半巧しして、ピントを合わせなおしてく 
ださい。それでもピントが合わないときは、手動でピントを合わせて 
ください。 （74) 


液晶モニターの表示•画像が不餘明になる 

• ゴ S やホコリがついていませんか？ 

吟眼鏡ふをややわらかい巧などでふいて<ださい。 
• 液晶が消耗していませんか？ 

吟お客様相談窓□にご相談ください。 
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画像がボケて写つている 

• レンズのフオーカスモードスイッチが く MF 〉 になっていませんか？ 
レンズのフオーカスモードスイッチを < AF > にしてください。に 1) 
• シャッターボタンを押ずとをに手ブレを起こしていませんか？ 

-► 手ブレを起こさないようにシャッターボタンを静かに押してくださ 
し、。に日，3己） 


メモリーカードが使えない 
♦ メモリーカードのデータが壊れていませんか？ 

-► メモ U —カードを初期化してください。 (116) 

吟指定されたメモ U —カードを使用してください。 （3) 


撮霞画像の確認-操作 


画像を消去でをない 

• 画像にプ□テクトをかけていませんか？ 

吟プ□テクトを解除してください。 (110) 

撮影年月日/時刻が正しく表示されない 

♦ 曰付/時刻が正しく設定されていますか？ 
日付/時刻を正しく設定してください。 （36) 
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エラーコー ド表巧 

力; > (ラに 冥萬が発をすると、上面表示パネルに 「Err XX 」 の表示びでます。 
エラーコードに応じて、じ(下の対応を行ってください。 

頻繁にこのエラーコードが表示されるときは、故障ですので 「xxJ の数値を 
控えて最寄りのキヤノンサービスセンター（別紙）にお持ちください。 

また、撮影直後にこのエラーコードが表示されたとさは、撮影されていない 
場合びありますので、く DISPLAY〉 ボタンを押して画像の確認をしてくださ 
い。 


エラー 

コード 

対応 

Err 

01 

カメラとレンズの通信不良です。 

レンズの接点を清掃してください。 （7) 

Err 

02 

メモ U —力ードに問題があります。次のいずれかの対応 
を行ってください。；><モ U —カードの抜さ差しを行ラ。 

；><モ U —カードをフオーマットする。別のメモ U —力一 
ドに交換する。 

Err 

03 

モ U —力ード内のフオルダ数が多すざます。初期化さ 
れているメモ U —力ードに交換して<ださし、。 



；><モ U —力ードの容量がいっぱいです。不要な画像を消 

Err 

04 

まするか、十分な空き容量のある;><モ|」ーカードに交換 
して < ださい。 

Err 

99 

上記政がの異常が発生しました。 

他社製のレンズを使用すると、力;><ラやレンズび正萬に 
作動でさず、このエラーが出ることびあります。 

バッテ1」一を抜さ差ししてください。 
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フォーカシングスク u — ンを交換したとを 《 


このカメラはフオーカシングスク U - ンを撮影目的に合わせて交換するこ 
とができます。お使いになるフオーカシングスク1」ーンのタイプに応じて力 
スタム機能 C . Fn - 日0で適正露出の基準設定を変更する必要びあります。 


スク U —ンタイプ 

スク U —ンモデル 

カスタム織脚-日日の設定 

回：こユ-レ-ヴ-マットスクリ-ン 

Ec - N 、 Ec-R 

0 

因； レーヴー マットスクリーン 

Ec タイプ ( A , 巳, C , CII , CIII , D , KID 

1 



む 苗り：！… 9 mj 

C.Fn < 0 い H 

フ，- カシン ブス クぃン ■ 

C . 扣 -00-1 でょぃですな？ ■ 

互 I キ r ノだル ■ 


カスタム機能 C . Fn -00 を選ぶ 

•〈 SELECT 〉 ボタン对甲しなびらく©〉を 
回して [00] を選び、ボタンか b 指を離 
しが9 0 

• く SELECT 〉 ボタンを巧しなびらく©〉を 
回して蒂望する項目を選び、ボタンから 
指を離します。 

メッセージの内容を確認する 

• まちびいなければ、 < SELECT > ボタンを 
巧しながらく類> を回して脚<]を選 
び、ボタンから指を離します。 


W C . Fn -00 はグループ登録できるカスタム機能に含まれません。 
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0 ♦ カメラを購入したままの状態でお使いになる場合は、カスタム機能 C . Fn - 日日- 
1の設定を変更する必要はありません。 

♦ フオーカシングスク I 」ーンの交換方法は、フオーカシングスク IJ ーンの使用 
説明書を参照して<ださい。 

♦ Ec - A 、 Ec - B 、 Ec-k Ec - L は中央部びプ U ズムになっています。プ U ズム部 
を基準にした評価測光、スポット測光では適正露出び得られません。測光モー 
ドは中央部重点平均測光か中央部を除<スポット測光をお使い<ださい。 


フオーカシングスク U - ン Ec にはなのタイプがあります。 

Ec-A 標準 マイク □ Ec-H 目盛入り レーザーマット 




Ec - N ニユーレーザーマット 


風 


Ec - R ニューレーザーマット 


〇 
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主なアクセサリー（別売）で1 



ニッケル水素パック NP - E 3 

専用の強力な電源パックです。電源の定格 12 V 。 約 
已日〇回!;(上の充放電繰り返し使用びでさます。フル 
充電で約1200枚（寓温）の撮影がでさます。 



ニッケル水素チャージャー NC - E 2 

ニッケル水素パック NP - E 3 用の急速充電器（過充電 
防止磯能付き）です。 ] パックの充電所要時間は約 
]20分、一度に2パックの取り巧けびできます。ま 
た、二次電池特有の;モ U —効果を解消する放電機能 
(所要時間約8.巳時間）も備えています。電源は 
AC 1 00〜24 0 V にそのまま対応します。 



クリップオンタイプスト□ボ 

アクセサ U —シューに取り付けて使用する、ク U ップ 
オンタイプスト□ボとして、 EX シ U —ズスピードラ 
イトびあります。通常の AE 撮影と同じ操作感覚で、 
E-TTL II 自動調光、八イスピードシンク DfP 発光)、 
FE □ック撮影などのスト□ボ撮影を行ラことがでさ 
ます。なお、已已 0 EX では、簡単な操作で、 E-TTL II 
自動調光対応のワイヤレス多む撮影ができます。 





マク□スト□ボ 

近接撮影用スト□ボとして、 EX シ U —ズマク□スト 
□ボがあ0ます。 

片側発光から、光量比制御まで、高度なライティング 
を E - TTLII 自動調光で簡単に行うことびでさます。 
また、八イスピードシンク □ ( FP 発光）、 FE □ック 
撮影のほか、已已 0 EX 、 42日 EX をスレーブにしたワ 
イヤレス増打機能など、多様なマク□スト□ボ撮影に 
対応しています。 
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U モートスイッチ RS -80 N 3 

超望遠撮影、マク□撮影、長時間露光（バルブ）撮影 
などにおける力;><ラブレ防止に有効な U モートス 
イッチです。コード長は約 80 cm 。スイッチはシャッ 
夕ーボタン半巧し、全押しと同じ機能、およびレ U - 
ズ□ック機能を備えています。ワンタツチ□ック式接 
続プラグをカメラの U モコン端モに接続して使用し 
ます。 


タイマーリ モー トコント □ーラー TC -80 N 3 

①セルフタイマー®インターバルタイマー③長時 
間露光タイマー④撮影回数設定機能を内蔵した、 
コード長約 80 cm の U モートスイッチです。時間は、 

1秒から目9時間己目分已目秒まで]秒単位で設定でさ 
ます。力;ラへの接続プラグはワンタッチ□ック式で 
す。 

ワイヤレスコント□ーラー LC -4 

最大到達距離、約] 00 m のワイヤレスコント□一 
ラーです。送信機と受信機で構成されています。受信 
機の力;ラ接続プラグをカメラの U モコン端テに接 
続して使用します。 

視度補正レンズ E 

内蔵の視度調整機能との組み合わせでさ6に調整範 
囲が広びる視度補正レンズ E が10種類（一 4 clpt 〜+ 
3 dpt ) 用意されています。 

メモリーカード 

撮影した画像を記録するためのメモ U —力ードです。 

メモ U —カードは、キヤノン製;><モリーカードのご使 
用をおすすめします。 

PC カー ドアダプター 

CF 力ードをパソコンの PC 力ードス□ットや、力ード I 
IJ ー ダーへ差し込むためのアダプターです。 
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システムマップ 



ST 店 220 EX 420 EX 550 EX マク端ん赁イトマク咒媳仆 
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EF レンズ群 


I «gs= 0 。 ■ 

インターフエースケー プル 
IFC-400PCU 

I citi==Q====4H=0==*OD ■ 

インターフエースケー フル 
IFC-200D4 


タイレクトプ U ント対応 
BJ プ U ンター 

力ードフォトプリンター 




インターフ I — スケーブル 
IFC-450D4 
IFC-200D44 
IFC450D44 


PictBrid 邑 e 対応プ U ンター 



IEEE 1394 ポート 

厂 "ソコン 

1 USB ホ - 卜 1 Windows XP 

[ (Home Edition / 内 ofessional) 
「 PC 力ードス□ツト 1 Windows 2000 Professional 

' --- * Windows ME 

Windows 98 Second Edition 
Mac OS 9.0 〜日 .2 
Mac OS X 


PC カードアダプター 


オリジナルデータ 
確認キット DVK-E2 


SD メモリーカード 
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主な仕様一 

■型式 

型式 . デジタルー眼レフレックス AF - AE カメラ 

記録媒体 . CF 力ード（タイプし II 準拠） 、 SD メモリーカード 

画面サイズ .28.7 X 19.1 mm 

使巧レンズ . キヤノン EF レンズ群 （ EF - S レンズ除く） 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の1 .3 倍に相当） 
レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

あ式 . 高感度-高解惊度大型単板 CMOS センヴー 

画素数 . 力^ラ部有効画素：約82日万画素 

総画素：約8日0万画素 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフィルター方式…… RG 日原色フィルター 
n —パスフィルター . 固定式、撮债素子前面に配置 

■記録お式 

記録フォーマット形式 ...... DCF 2.0 : JPEG 、 および RAW 

記録画像形式 . JPEG、RAW Cl 2 bit ) 

RAW + JPEG 同時記録 ..... 可能 

ファイルサイズ .(1 )L (ラージ）：約吕 .8 M 目 （3 已 04 X 233 目画素) 


に） M 1 (ミドル 1) :約 2.2 MB (3104 X 2072 画素） 

(3) M 2 (ミドルの：約 1.7 M 巨 （2 巳44 X 1日日日画素） 

(4) S (スモール）：約1.日 MB (17 吕 8 X 11已2画素） 

(己） RAW : 約 8.3 M 巨 （3 己 04 X 233 目画素） 

* JPEG 画質： 8の場合 

* ファイルサイズは、 JPEG 画質、被写体条件、に日感度など 
により異なる 


フォ J レダ設定 . フォ J レダ作成/選択可能 

ファイルま号 .(1) 通し番号 

(2) 才ートリセット 

(3) 強制リセット 

現懷パラメーター . 標準のほか、任意設定した現像パラメーターを3種類登録巧 

能 

カラーマト1」ックス . 標準設定已種類のほか、任意設定した現债パラメーターを2 

種類登録可能 

バックアッフ画像記録……可能（同一画懷を CF 力ード 、 SD メモ U - 力ードに同時記録） 

インターフエース . パソコン通信用 IEEE 13 日4 

ダイレクトフ1」ント用 USB 
ビデオ出力 （ NTSC / PAL 選択可） 
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■ホワイトバランス 

種類 . オート、太陽光、日陰、くちり、白熱電球、白色壁光打、ス 

卜 n ボ、マニュアル、色温度数値-直接設定、カスタムホワ 
イトバランス（計10種類） 

オート巧ワイト/ (；ランス....撮撤素子を用いたオートホワイト y (ランス 

色温度補正 . ぶワイトバランスブラケティング：1段ステップ±3段 

すワイトバランス補正：1段ステップ+日段 
* ブルー/アンバー方向、マゼンタ/グ U —ン方向に巧正巧 
能 

■ファインダー 

ち式 . ペンタフ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下左ちとわ約10日％ 

倍率 . 日.72倍（已日 mm レンズ ■ 〇〇 ■- 1 dpt ) 

アイポイント . 2日 mm 

視度調整範囲 .一3 .日〜+ l.Odpt 

フォーカシングスクリーン…交換式（目種類)、 Ec - CIII 標準装備 

S ラー . クイック I 」夕ーン式全面 A - フ S ラー(透過：反射二37: 

目3、ミラー切れ：12日 0 mm F 巳.目までなし） 
ファインダー情報 . AF 情報 （ AF フレーム、合焦マーク）、露出情報（シャツター 


速度、絞り数値、マニュアル露出、スポット測光範囲、に0 
感度、露出レベル、露出警告)、スト n ボ情報（充電完了 、 A 
イスピードシンク□、 FEn ック、調光レベル）、巧ワイトバ 
ランス補正、 JPEG 記録、撮影巧能お数情報、メモ U - 力一 
ド情報 


被写巧深度確認 . 絞り込みボタンによる 

アイ ピースシャツター ...... 内蔵 

■才ートフォーカス 

ち式 . CM 日 S センサーによる TTL - AREA - S 旧方式 

測距点 . 4已点（エ IJ ア AF ) 

測距輝度範囲 . EV 日〜 1 S (常温-に 日 1 日日 相当） 

フォーヵスモード . ワンショット AF (ONE SHOT ) 

Al ヴーボ AF (Al SERVO ) 

手動 ( MF ) 

冉 F フレーム選択 . 自動選択、任意選択、ホームポジション（登録 AF フレーム 

への 切り換え） 

AF フレーム選択表示 ........ フアインダー内スーてーインポーズと表示(ネルによる 

AF 補助光 . 専巧スト n ボの内蔵 AF 巧助光による 
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■露出制御 

測光ち式 . 21分割 TTL 開放測光 

(1) 評価測光（全ての AF フレームに対応） 

(2) 部分測光（中央部-ファインダー画面の約13.巳％ 

(3) スポット測光 

-中央部スポット測光（ファインダー画面の約3.8%) 

- AF フレーム連動スポット測光（ファインダー画面の約 
3.8%) 

-マルチスポット測光（最大入力回数8回） 

(4) 中央部重点平均測光 


測光範囲 . EV 日〜20 (常温-已 0 mm F 1.4 使用-に日100相当） 

露出制御方式 . プ□グラム AE (シフト可）、シャッター優先 AE 、 絞り優先 

AE 、 E-TTL II 自動調光、マニュアル露出、スト n ボメーター 
ドマニュアル 

に日感度 . 1日〇〜160日ネ目当 （1/3 段ステップ)、 

およびに日巳日、32日日ネ目当の感度拡張び可能 

露出補正 . AEB :1/3段ステップ± 3段 

因子：①シャッター速度と絞り数値霞に日感度 
手動：1/3段ステップ±3段 （ AEB 併巧巧齡 

AEn ック . 自動；ワンショット冉 F ■評価測光時、合焦と同時に AEn ック 

手動： AEn ックボタン巧しによる（全ての測光ち式で可能） 

■シャッター 

あ式 . 電子制御式-フオーカルプレーンシャッター 

シャッター 速度 . 1/8日日日〜3日秒り/3段ステップ)、バルブ、 X 二1/2日0砂 

レリーズ方式 . ソフトタッチ電磁レ U -ズ 

セルフタイマー . 1〇秒樓/2秒媛撮影 

リモコン . N 3タイプ端子 U モコン巧応 

■スト□ボ 

EOS 専用スト n ボ . EX シ U - ズスピードライト使用時、 E - TTLII 自動調光 

シンク□端子 . あ0 

■ドライブ関係 

ドライブモード . 1枚撮影/低速連続撮影/高速連続撮影/セルフタイマー 

連続撮影速度 . 低速連続撮影：約3コマ/秒、高速連続撮影：約8.日コマ/砂 


連続撮影時の最大撮影枚数.. . JPE 白：約4日枚（ラージ、 JPEG 画質 8) 
RAW :約20枚 
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■液晶モニター 

形式 . TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ . 2.日型 

画素数 . 約23万画素 

視野率 . 100% 

輝度調整 . 已段階に調整可能 

表示言語 . 12言語 

■再生機能 

画憬表示形式 . 1枚、1枚 （ INFO .)、 4枚インデックス、目枚インデックス、 

拡大ズーム（約1.已〜1日倍)、画像回転表示 

A イライト表示 . 画像表示形式1枚 （ INFO .) と、1おのとさ、画像情報のな 

い白域部分を点滅表示 

■記録画像のプ□テクト/消去 

プ□テクト . 1枚/フォルダ内全画像/カード内全画像の単位でプ n テク 

卜、または解除 

消去 . 1枚/フォルダ内全画像/カード内全画债の単位で消去（フ 

n テクト画像をのぞ <) 

■録音機能 

記録ち式 . 内蔵マイクで取り込んだ音声を記録画像に添付 

録音形式 . WAV 形式 

録音時間 . 1回につき最長約30秒 

■ダイレクトプリント機自居 

巧応プ U ンター . CP ダイレクト 、 Bubble Jet Direct 、 および Piet 日 rid 呂 e 対応 

プリンター 

プ U ント対応画像 . JPEG 画像 （ DP 0 F バージョン 1.1 に準拠したプ U ント指定 

可能） 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 21種目7項目 

パーソナル機能 . 27種 

カメラ設定状態の . 可能 

保を/読み込み 

■電源 

使巧電池 . ニッケル水素バック NP - E 3、 1個使用 

* AC アダフター、 DC カプラー併用により、 AC 駆動可能 

撮影 巧能お数 . 常温に日で）：約 120 日 

低温 （0 で）：約8日日 
* フル充電のニッケル水素パック NP - E 3 使用時 
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バッテリーチェック . 自動 

節電機能 . あり、設定時間 （1/ 吕/4/8/1日/30分)経過で電源日 FF 

バックアップ電池 . U チウム電池 CR 202已、1個使用 

■大きさ- 質量 

大きさ . 1日目（幅） XI 已 7.6 (高さ） X 79.9 (奥行） mm 

質量 . 122日呂（本体のみ。電池33巳呂） 

■動作環境 

使巧可能温度 . 0で〜+4巳で 

使巧可能湿度 . S 己％しソ下 


参記載データは全て当社試験基準によります。 

参製品の仕様およびが観の一部を予告なく変更することびあります。 


巧害電液自ま規制について 

このカメラ（本機）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) 
の基準にもとづくクラス巨情報技術装置です。 このた方ラ (本機）は、家 
庭環境で使用することを目的としていますが、このカメラ（本機）をラ 
ジオやテレビジョン受信機に近接して使用すると、受信障害を引き起こ 
すことびあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いをして 
<ださい。 
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MEMO 


1 枚撮影 . 7已 

1枚フル表示 . 104 

Adobe RGB. 已3 

AE 目撮影 . 91 

AE □ック撮影 . 93 

AF フレーム 選択 . 66 

AF フレーム登録/切り換え . 68 

AF フレーム領域拡大 . 70 

AF モード . 64 

AI ヴーボ AF. 64 

Av (絞0優先冉 E) . 86 

□C カフラーキット . 20 


FE □ック撮影 . 96 

IS 白感度 . 4已 

IS 日感度拡張 . 4已 

JPEG 画質 . 44 

M (マニュアル露出） . 88 

NTSC. 109 

PAL. 109 

P (プ n グラム AE). 82 

RAW.42. 43 

RAW、JPEG 同時記録 .42 

sRGB. 已已 

Tv (シャッター速度優先 AE) . 84 


アイ ピースシャッター . 目已 

アクセサリー . 166 

色あい . 已4 

色温度 . 49 

色空間 . 已4 

色の濃さ . 54 

インデックス表示 . 104 

液晶 モニター . 7, 34 

エラーコード 表示 . 163 


を押し . 

半巧し . 

充電 . 

手動ピント合わせ 
消去 . 


英数字 


オートパワーオフ . 2已 

主な仕様 . 170 

音声を録音する . 112 

拡大ズーム表示 . 107 

各部の名称 . 8 

カスタム機能 . 144 

画债回転 . 102,108 

画像サイズ . 42 

カメラ設定初期化 . 34 

カメラ設定の保を/読み込み . 1已7 

カメラの構えち . 3已 

カラーマトリックス . 日3 

記録画質 . 42 

現徹 パラメーター . 已巨 

故障 . 160 

コントラスト . 56 

再生 . 103 

撮影画像の確認 . 100 

撮影画像の確認時間 . 101 

撮影巧能枚数 .19. 43 

撮影情報表示 . 105 

撮债素子の清掃 . 38 

システムマップ . 168 

視度調整 . 3已 

絞り数値 . 86 

シャープネス . 56 

シャッター速度 . 84 

シャツターボタン . 26 


6 6 6 3 3 
2 2 17 1 




































































パーソナル機能 . 1己已 

A イライト警告表示 . 105 

バックアップ . 60 

バッテ U-. 1巨，18,166 

バッテ U- チェック . 18 

被写界深度 . 87 

ヒストグラム . 106 

曰付/時刻の設定 . 36 

曰付/時計用電池の交換 . 37 

ビデオ出力 . 109 

表示パネル . 11 

表示ノ くネル照明 . 94 


ノイス低減 . 94 


ファィルま号 . 

フアイン ダー . 

フオー カシンブスクリーン . 

フ オー カス n ック . 

フオルダ作成 . 

フオルダ選択 . 

フリント指定 . 

フ n ブラム冉 E. 

フ□グラムシフト . 

プ n テクト . 

すワイトバランス . 

すワイトバランスブラケティング, 
ホワイトバランス補正 . 


レンズ . 

連続撮影 . 

連続撮霖可能枚数 
露 th 補正 . 


ワンシヨツト AF 


マニュアルホワイトパランス . 47 

マルチスポット測光 . 80 

ミラーアップ撮影 . 95 

メニュー機能 . 3日，32 

メモ U- 力ード . 7, 22,已9,167 

メモ U- 力ード初期化 . 116 

メモ U —カード選択 . 59 


7, 21 
.... フ已 

.... 43 
.... 90 


64 


179 


初期化 . 

初期状態 . 

ストラツフ ........ 

スト n ボ . 

セルフタイマー. 
測光モード ........ 


ダイレクトフリント ...... 

PictBridge. 

CP ダイレクト . 

Bubble Jet Direct. 

縦位置撮影 . 

縦横自動回転表示 . 

長時間露光（バルブ)…. 

電源スイッチ . 

電子ダイヤル . 

同袖 □□. 

Iン カー ブ . 

ドライブモード . 

トリミング . 







134已89已230巨10 
己166已已38814己已 
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Canon 

キヤノン株式舎社 canon.jp 

キヤノン販売株式会社〒 1 08 - 8011 東京都港区港南 2 - 16 -巨 


お客様相談窓口 


製品の取り扳い方法、修理サービスのご相談は、機種名をご確認のラえ、お買い 
上げの販売店または、別紙のサービス窓□にご相談ください。 


ア フターサー ビスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりはお 
客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修巧性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、曰 
本国内において、製造打ち切り後7年間を目安に保有していまず。したびって 
期間中は原則として修理をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっ 
ては、期間中でわ修理び困難な場合と期間後でを修理び可能な場含びあります 
ので、その判定につきましてはお買い上げ店または、別紙のサービス窓□にお 
問い合わせ < ださい。 

3. 修理品をごを付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理 
箇所を明確にご指示のラえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカ方ラのホームページを開設しています。力方ラに関する情報 
を掲載しているコンテンツ等もございますので、インターネットをご利巧の方は、 
お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式会社/キヤノン販売株式含社 
canon.jp/camera 


この使用説明書は、2004年2月に作成したをのです。それ政降に発売された 
製品との組み合わせにつさましては、別紙のサービス窓□にお問い合わせくだ 
さい。 


^ニッケル水素電池のリサイクルにご協力くださし、。 

Ni-MH 


CT1-5158 -000 


◎ CANON INC. 2004 


PRINTED IN JAPAN 









